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満開の河津桜の下で 春の便り届きました
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人口：3月１日現在9,308人（前月比＋3人）男4,629人、女4,679人、3,545世帯

　２月下旬、満開となり見ごろを迎えた河津桜
を見物しに、連日多くの観光客が河津町を訪れ
ました。川沿いの桜並木には、メジロやムクド
リが集まり、花の蜜を吸っていました。枝から
枝へとかわいらしく動き回る姿を、写真に納め
るカメラマンも多く見られました。 

　太地町内の 2か所で、桜が咲きました。
１つは、クジラのモニュメントそばの桜が見事
な純白の花を咲かせています。
　もう 1 つは、終末処理場にある桜が、2 月 6
日から咲き始め、今では 2分咲程度で、淡いピ
ンク色の花を咲かせています。また、多くの蕾
が緩み始めており、見ごろを迎えるのはもうす
ぐのようです。 

　姉妹都市から送られてきた２枚の写真、河津町でも太地町でも２月中に桜が見頃を迎え
ました。美しく青空に映える桜の花を白馬で見られるのはまだまだ先のことです。
　さて、今年は全国的・世界的な暖冬と話題になりました。気象庁の観測によると今冬の
白馬の最深積雪は１月８日に記録した42cmで、1988年に記録した観測史上最小の64cmを
大きく塗り替えることになりそうです。雪かきをしたのは何日でしょうか…？他地域も雪
不足のため、観光客の入込みはそれほど悪くなかったようですが、何か物足りなさを感じ
てしまいます。白馬の道を徒歩や自動車で移動する観光客の方々には安全で通行しやすい
反面、「これぞ雪国」というような豪雪を見ていただけないのは少し残念のような気がし
ます。
　白馬村には降雪に対する様々な想いがありますが、人間は自然環境にただ従うことしか
出来ません。この世界的暖冬が温室効果ガスに因るものであるならば、変わりゆく環境を
見据えて行動を取らなければならないと思われます。

長野県議会議員一般選挙について………２
庁舎内の配置が換わります………………４
白馬村地域づくり事業補助金
各地区取組状況について…………………５
白馬村財政報告⑦…………………………６

お知らせ・すくすく親子広場……………１
村人のひろば・報告・男女共同参画社会づくり…２
図書館だより ………………………………３

～広報無線の内容を電話で聞くことができます～
７２―６２３６へ電話をかける　➡　ガイダンスに従い「３＃」を押す
※放送されるのは最新の１回分のみです。通話料は利用される方の負担となります。人口：3月１日現在9,308人（前月比＋3人）男4,629人、女4,679人、3,545世帯
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　３月10日（土）から12日（月）にかけて、FIS ファーイーストカップジャパンシリーズ2007白馬カップが八方尾根スキー場で開催され、
滑降と回転の合計タイムを競うスーパーコンビネーション競技がアジアで初めて行われました。今大会では滑降ではなくスーパーG
と回転複合競技として行われ、白馬高出身の松本勲人選手（法政大学）が初代チャンピオンとなりました。



投
票
方
法
の
説
明
に
従
っ
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

③
最
寄
の
市
町
村
で
の
投
票

　
　

投
票
期
間
と
投
票
時
間
は
、
投
票
に
行

か
れ
る
市
町
村
が
長
野
県
内
と
長
野
県
外

と
で
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

○
長
野
県
内
の
市
町
村

 

・ 

期
　
　

間

平
成
19
年
３
月
31
日（
土
）か
ら

４
月
７
日（
土
）ま
で

 

・ 

時
　
　

間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

○
長
野
県
外
の
市
町
村

 

・ 

期
　
　

間

平
成
19
年
３
月
31
日（
土
）か
ら

４
月
６
日（
金
）ま
で

 

・ 

時
　
　

間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
県
内
・
県
外
と
も
に
場
所
、
時
間
に
つ
い

て
は
、
各
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

④
投
票
用
紙
の
返
送

　
　

投
票
手
続
の
済
ん
だ
投
票
用
紙
は
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
白
馬
村
へ
返

送
し
ま
す
。
こ
の
投
票
用
紙
は
、
投
票
日

当
日
、
閉
鎖
時
刻
ま
で
に
定
め
ら
れ
た
投

票
所
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
送
に
は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
請

求
や
投
票
の
手
続
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

■
不
在
者
投
票

（
滞
在
先
の
市
町
村
で
の
投
票
）

　

仕
事
先
、
旅
行
先
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
、
白
馬
村
以
外
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

①
投
票
用
紙
の
請
求

　
　

「
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
直
接
当
事
務

局
に
お
越
し
い
た
だ
き
請
求
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。）

　
　

平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
、
長
野
県
内

の
市
町
村
間
で
住
所
異
動
さ
れ
た
方
は
、

「
引
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

の
同
封
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
選
挙
期
日
の
告
示
日
（
平
成
19
年
３
月
30

日
）
前
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

②
投
票
用
紙
受
領
後
の
注
意
点

　
　

告
示
日
前
後
に
、「
投
票
用
紙
」「
不
在

者
投
票
用
封
筒
（
内
・
外
）」「
不
在
者
投

票
証
明
書
」
を
郵
便
書
留
で
送
付
し
ま
す

の
で
、
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
下
記
の
期

間
内
に
（
な
る
べ
く
早
め
に
）
最
寄
の
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
　

こ
の
と
き
、
先
に
投
票
用
紙
等
に
記
入

し
た
り
、「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
を
開

封
す
る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

「
投
票
用
紙
」
等
と
共
に
お
送
り
す
る

●
投
票
日
　

４
月
８
日（
日
）

●
時
　

間
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

 

・ 

年
　
　

齢

　

投
票
日
に
満
20
歳
以
上
の
人
。（
昭
和
62

年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

 

・
住
　
　

所

　

平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
白
馬
村
へ
の

転
入
届
が
済
ん
で
い
て
、
投
票
日
ま
で
に

引
続
き
村
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

　

当
日
投
票
で
き
な
い
方
は
、期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票　

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
用
事
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
に
よ

り
投
票
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

・ 

投
票
期
間

　

３
月
31
日（
土
）か
ら
４
月
７
日（
土
）

 

・
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

 

・
投
票
場
所

　

白
馬
村
役
場
２
０
４
会
議
室

 

・
持　

ち　

物

　

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
下
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　

（
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票
）

　

指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
都

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票

施
設
に
指
定
し
た
施
設
や
法
令
で
定
め
ら
れ

た
施
設
（
監
獄
な
ど
）
に
入
院
、
入
所
中
で

あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、
施
設
の

長
を
通
じ
て
行
い
ま
す
が
、
自
分
で
直
接
請

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票（

郵
便
等
に
よ
る
投
票
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
下
記
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
で

投
票
で
き
ま
す
。

※
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に

は
、あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
付
申
請
の
際
に
は
、
下
記
の
手
帳
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

※「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

た
方
か
ら
の
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
期

限
は
、
平
成
19
年
４
月
４
日（
水
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。

長野県議会議員一般選挙が３月30日（金）告示、４月８日（日）投票で執行されます。
今後の県政に大きな影響を与える大切な選挙です。皆さんそろって投票に行きましょう。

第１投票所　白馬村多目的研修集会施設　白馬町、深空、八方口、大出、蕨平、嶺方
第２投票所　塩島基幹センター　　　　　森上、塩島、通、立の間、青鬼、野平
第５投票所　白馬村農業体験実習館　　　飯田、飯森
第６投票所　沢渡公民館　　　　　　　　内山、佐野、沢渡
第７投票所　堀之内公民館　　　　　　　堀之内、三日市場
第８投票所　八方文化会館　　　　　　　八方、和田野、山麓
第９投票所　新田公民館　　　　　　　　新田、どんぐり、切久保、落倉
第10投票所　瑞穂農業生活改善センター　瑞穂、エコーランド、みそら野

４月８日（日）は
長野県議会議員一般 選挙の投票日です。
行こう！投票 !!　創ろう！未来 !!
投票所

郵便等による不在者投票の対象者

代理記載制度の対象者（代理人が投票用紙に記載することができる）

上肢または視覚の障害
上肢または視覚の障害

傷病名 障害の程度
身体障害者手帳の交付を受けている人
戦傷病者手帳の交付を受けている人

対象者

お問い合わせ：白馬村選挙管理委員会　TEL 72―5000（内 203）

要介護５介護保険の被保険者証の交付を受けている人

身体障害者手帳の交付を受けている人

戦傷病者手帳の交付を受けている人

両下肢・体幹・移動機能の障害
心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害
免疫の障害
両下肢・体幹・移動機能の障害
心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害

１級か２級
１級から３級
１級から３級
特別項症から第２項症
特別項症から第３項症

傷病名対象者 障害の程度

対象者 区　分

１級
特別項症から第２項症

�
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投
票
証
明
書
」
を
開

封
す
る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

「
投
票
用
紙
」
等
と
共
に
お
送
り
す
る

●
投
票
日
　

４
月
８
日（
日
）

●
時
　

間
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

 

・ 

年
　
　

齢

　

投
票
日
に
満
20
歳
以
上
の
人
。（
昭
和
62

年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

 

・
住
　
　

所

　

平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
白
馬
村
へ
の

転
入
届
が
済
ん
で
い
て
、
投
票
日
ま
で
に

引
続
き
村
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

　

当
日
投
票
で
き
な
い
方
は
、期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票　

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
用
事
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
に
よ

り
投
票
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

・ 

投
票
期
間

　

３
月
31
日（
土
）か
ら
４
月
７
日（
土
）

 

・
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

 

・
投
票
場
所

　

白
馬
村
役
場
２
０
４
会
議
室

 

・
持　

ち　

物

　

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
下
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　

（
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票
）

　

指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
都

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票

施
設
に
指
定
し
た
施
設
や
法
令
で
定
め
ら
れ

た
施
設
（
監
獄
な
ど
）
に
入
院
、
入
所
中
で

あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、
施
設
の

長
を
通
じ
て
行
い
ま
す
が
、
自
分
で
直
接
請

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票（

郵
便
等
に
よ
る
投
票
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
下
記
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
で

投
票
で
き
ま
す
。

※
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に

は
、あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
付
申
請
の
際
に
は
、
下
記
の
手
帳
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

※「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

た
方
か
ら
の
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
期

限
は
、
平
成
19
年
４
月
４
日（
水
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。

長野県議会議員一般選挙が３月30日（金）告示、４月８日（日）投票で執行されます。
今後の県政に大きな影響を与える大切な選挙です。皆さんそろって投票に行きましょう。

第１投票所　白馬村多目的研修集会施設　白馬町、深空、八方口、大出、蕨平、嶺方
第２投票所　塩島基幹センター　　　　　森上、塩島、通、立の間、青鬼、野平
第５投票所　白馬村農業体験実習館　　　飯田、飯森
第６投票所　沢渡公民館　　　　　　　　内山、佐野、沢渡
第７投票所　堀之内公民館　　　　　　　堀之内、三日市場
第８投票所　八方文化会館　　　　　　　八方、和田野、山麓
第９投票所　新田公民館　　　　　　　　新田、どんぐり、切久保、落倉
第10投票所　瑞穂農業生活改善センター　瑞穂、エコーランド、みそら野

４月８日（日）は
長野県議会議員一般 選挙の投票日です。
行こう！投票 !!　創ろう！未来 !!
投票所

郵便等による不在者投票の対象者

代理記載制度の対象者（代理人が投票用紙に記載することができる）

上肢または視覚の障害
上肢または視覚の障害

傷病名 障害の程度
身体障害者手帳の交付を受けている人
戦傷病者手帳の交付を受けている人

対象者

お問い合わせ：白馬村選挙管理委員会　TEL 72―5000（内 203）

要介護５介護保険の被保険者証の交付を受けている人

身体障害者手帳の交付を受けている人

戦傷病者手帳の交付を受けている人

両下肢・体幹・移動機能の障害
心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害
免疫の障害
両下肢・体幹・移動機能の障害
心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害

１級か２級
１級から３級
１級から３級
特別項症から第２項症
特別項症から第３項症

傷病名対象者 障害の程度

対象者 区　分

１級
特別項症から第２項症

�



電話交換室

　村民の皆さんに利用しやすい効率的な行政を目指して、３月
26日（月）から庁舎１階の配置が換わります。この配置換えによ
り、教育委員会はウイング21から役場庁舎に移動となりますの
で、ご注意ください。

地域包括
支援センター印刷室

住民課

エレベー
ター

身障者用
トイレ

日直室

自販機

男子
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

村民ホール

保健福祉課 税務課 教育委員会 総務課 建設課 観光農政課 上下水道課

会計室

相談室

助役教育長

総合窓口

女子
トイレ

※青字部分が配置の換わった場所です。

庁舎内の配置が換わります

８月７日
８月11日
８月21日
８月21日
８月22日
８月24日
８月30日
９月８日
９月20日
９月22日
10月３日
10月５日
10月20日

10月26日

11月２日
11月６日
11月６日
11月15日

11月16日

11月21日
11月24日

支出日 支出日摘　要 摘　要金額（円） 金額（円）
7,748 
3,000 
20,000 
7,008 
10,000 
10,000 
5,000 
10,000 
10,000 
10,000 
5,000 
7,500 
3,780 

6,000  

10,000 
3,874 
10,000 
10,000 

10,000  

5,000 
30,000 

　交際費とは、村政の円滑な推進を図るため、村長等が村を代表して外部との交際に要する経費です。
　公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため、個人氏名の公開は差し控えています。

太田村長就任以降の村長交際費支出内訳を公表します。

11月27日
11月30日
12月５日
12月５日
12月５日
12月５日
12月５日
12月８日

12月11日

12月14日
12月20日
12月25日
1月５日
1月５日
1月12日
1月22日
1月22日
1月25日
2月15日
2月20日
3月１日
3月５日

10,000 
7,000 
3,780 
5,000 
5,760 
7,560 
3,000 
5,000 

5,000  

10,000 
3,874 
10,000 
3,780 
10,000 
10,000 
3,798 
12,442 
8,000 
10,000 
50,000 
5,000 
7,500 

北城保育園安全祈願祭 遭対協報告会　奉献酒
長野県治水砂防協会通常総会　会費
花束代（特別職就退任者へ贈呈）
岩岳ゆりの園オープニングセレモニー　御祝
陸上全国大会出場激励金
夏山遭難防止活動反省検討会　会費
反核平和の火リレー激励金
職員母告別式　香典
白馬レッヒ友好記念公演　花束代
松本駐屯地創設記念事業　御祝
大北地区指定金融機関連絡協議会　会費
職員母告別式　生花代
白馬連峰遭難者慰霊祭　奉献酒

第12回日本海⇔太平洋塩の道会議 交流レセプ
ション　会費

昭和大学白馬診療部創立75周年記念式典　御祝
白馬村索道事業者協議会総会　御祝
市町村長特別研修会　会費
職員母告別式　香典

社団法人日本職業スキー教師協会 天野誠一さん
を偲ぶ会　会費

白馬村スキークラブ スキー学校本部交流会　御祝
北ア北部地区遭対協 創立50周年記念式典　会費

元白馬村議会議員告別式　香典
自衛隊長野地方協力本部記念祝賀会会費
大出公園河童の館完成祝　御祝
職員母告別式　生花代
賓客用土産代
八方山の講・白馬山案内人組合山の講 奉献酒
早起き野球白馬リーグ表彰式　御祝
環境大臣就任を祝う会　会費

安曇総合病院付属メンタル ケアセンターあずみ
開所式　御祝

社団法人全日本学生 スキー連盟懇談会　会費
白馬猟友会通常総会　御祝
雪乞い祈祷料
白馬村マレットゴルフ協会総会　御祝
大北歯科医師会との懇談会　会費
大北医師会との懇談会　会費
戸隠神社雪乞い　奉献酒
賓客用土産代
副知事を囲む会　会費
職員父告別式　香典
八方尾根リーゼンスラローム大会協賛金
職員祖母告別式　香典
職員父告別式　生花代

平成18年度　白馬村地域づくり事業補助金
各地区の取組状況について

　本年度において実施した「地域づくり事業補助金」ですが、各地区で様々な事業が行われました。以下に示
すのは取組みをした22地区３団体の事業内容と事業費をお知らせしますので参考にしてください。

大出区

佐野区

深空区

切久保区

落倉区

塩島区

森上区

八方区

沢渡区

八方口

蕨平区

三日市場区

堀之内区

エコーランド区

白馬町区

どんぐり区

飯森区

飯田区

内山区

山麓区

新田区

和田野区

八方地区景観形成

新田地区景観形成

和田野ふれあいの森

地域活性…地域活性化事業（補助率２/３、15万円限度） 

防　犯　灯…防犯灯設置事業（補助率１/３、10万円限度） 

住民協定…景観形成住民協定締結地区景観推進事業（１/２、10万円限度）

大出区内国道 406 号沿いの休耕田に宿根草の植栽・国道沿いと大出公園に水仙を植栽
する。また、大出前川に魚を放流して区民の憩いの場とする。

大出区内に防犯灯２基を新設する。

佐野坂観光協会前の広場に、ベゴニア・マリーゴールド・サルビアなどを植栽する。

佐野区内に防犯灯１基を新設する。

深空区神明社公園及び基幹センターの花壇にマリーゴールドや芝桜を植栽する。

深空区内に防犯灯１基を新設、１基を補修する。

切久保館北側川沿いの桜並木への桜の植え込み、また欠損箇所に植え込みをする。また、
そばの里づくりとしてガスコンロを購入する。

落倉開拓組合所有の公民館を区で買い上げ、行政区の公民館として使用する。

落倉区内に防犯灯１基を新設する。

基幹センターの腰壁塗装等の修繕工事をする。

基幹センターの敷地整地と和室床板修繕工事をする。

八方ジャンプ台・県道交差点のモニュメント付近にサルビアやパンジーを植栽する。ま
た区内に樽大型プランター 55個に花を植栽する。

公民館の天井の張り替え工事をする。

区民の憩いの場である、「みみずくの杜」に山野草のカタクリやアサマフウロを植栽する。

蕨平橋以東の村道法面に郷土種であるショウジョウバカマ、福寿草、水仙、菊、芝桜等
を植栽する。

区内３箇所の防犯灯の電球を水銀灯に改修する。

さんさんパーク周辺、谷地川左岸、公民館前の道路花壇にアジサイの植栽とコブシ・ヤ
マボウシや桜を植樹する。

県道 33 号線沿空地に子供と区民が一緒に宿根草を植栽する。また、東部グラウンド周
辺に桜、コブシを植樹する。

区内入口のエコーランド体育館前や八方筋・本通の花壇に、マリーゴールドを植栽する。

駅前広場に宿根草と園芸種を植栽し、国道南部の緑地帯にはヒペリカムを植えて緑地帯
にする。

ギフチョウの舞う花の里づくり事業として、ギフチョウの食草カンアオイ 1,000 株を
区内に植栽する。また芝桜・かたくりを 500株づつを村道沿に植栽する。

飯森区の中心部、お堂、公民館等に芝桜や宿根草を植栽する。

村道 1115 線犬川沿いと犬川右岸のＪＲから第４駐車場までの間に、アジサイや萩、オ
ミナエシ、フウロソウ、ニッコウキスゲなどを植栽する。

区内４箇所の防犯灯を新設する。

内山区内に生息している「内山のほたる」を保護し、繁殖できる環境を整備する。また、
駐車場上部の水路整備と公園化を進める。

区内村道脇にアジサイを植栽する。また区内全域に樽型の花壇を設置し、マリーゴール
ド、インパチェンスを植栽する。

鯉池水田約 30a を黄花コスモスの種子を撒き、花づくり運動を進める。

和田野区内の道路にインパチェンス、パンジーを植栽する。

県道白馬岳線とオリンピック道路の交差点に花壇を整備する。

区内の街川の欄干に花を植えられるように補修し、ベコニアやアジサイを植栽する。

ふれあいの森住民協定地内の長野オリンピック記念モニュメントを修繕する。

211,950

73,500

68,460

60,900

242,235

54,915

265,650

1,600,000

58,800

147,210

225,000

232,640

708,000

212,730

258,800

168,000

225,000

150,000

216,947

280,650

268,400

143,092

251,991

190,640

283,700

147,664

230,000

250,954

113,400

202,100

280,350

事業内容 事業費（円）事業主体 事業区分

［順不同］

地域活性

防 犯 灯

地域活性

防 犯 灯

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

住民協定

住民協定

住民協定

�



電話交換室

　村民の皆さんに利用しやすい効率的な行政を目指して、３月
26日（月）から庁舎１階の配置が換わります。この配置換えによ
り、教育委員会はウイング21から役場庁舎に移動となりますの
で、ご注意ください。

地域包括
支援センター印刷室

住民課

エレベー
ター

身障者用
トイレ

日直室

自販機

男子
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

村民ホール

保健福祉課 税務課 教育委員会 総務課 建設課 観光農政課 上下水道課

会計室

相談室

助役教育長

総合窓口

女子
トイレ

※青字部分が配置の換わった場所です。

庁舎内の配置が換わります

８月７日
８月11日
８月21日
８月21日
８月22日
８月24日
８月30日
９月８日
９月20日
９月22日
10月３日
10月５日
10月20日

10月26日

11月２日
11月６日
11月６日
11月15日

11月16日

11月21日
11月24日

支出日 支出日摘　要 摘　要金額（円） 金額（円）
7,748 
3,000 
20,000 
7,008 
10,000 
10,000 
5,000 
10,000 
10,000 
10,000 
5,000 
7,500 
3,780 

6,000  

10,000 
3,874 
10,000 
10,000 

10,000  

5,000 
30,000 

　交際費とは、村政の円滑な推進を図るため、村長等が村を代表して外部との交際に要する経費です。
　公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため、個人氏名の公開は差し控えています。

太田村長就任以降の村長交際費支出内訳を公表します。

11月27日
11月30日
12月５日
12月５日
12月５日
12月５日
12月５日
12月８日

12月11日

12月14日
12月20日
12月25日
1月５日
1月５日
1月12日
1月22日
1月22日
1月25日
2月15日
2月20日
3月１日
3月５日

10,000 
7,000 
3,780 
5,000 
5,760 
7,560 
3,000 
5,000 

5,000  

10,000 
3,874 
10,000 
3,780 
10,000 
10,000 
3,798 
12,442 
8,000 
10,000 
50,000 
5,000 
7,500 

北城保育園安全祈願祭 遭対協報告会　奉献酒
長野県治水砂防協会通常総会　会費
花束代（特別職就退任者へ贈呈）
岩岳ゆりの園オープニングセレモニー　御祝
陸上全国大会出場激励金
夏山遭難防止活動反省検討会　会費
反核平和の火リレー激励金
職員母告別式　香典
白馬レッヒ友好記念公演　花束代
松本駐屯地創設記念事業　御祝
大北地区指定金融機関連絡協議会　会費
職員母告別式　生花代
白馬連峰遭難者慰霊祭　奉献酒

第12回日本海⇔太平洋塩の道会議 交流レセプ
ション　会費

昭和大学白馬診療部創立75周年記念式典　御祝
白馬村索道事業者協議会総会　御祝
市町村長特別研修会　会費
職員母告別式　香典

社団法人日本職業スキー教師協会 天野誠一さん
を偲ぶ会　会費

白馬村スキークラブ スキー学校本部交流会　御祝
北ア北部地区遭対協 創立50周年記念式典　会費

元白馬村議会議員告別式　香典
自衛隊長野地方協力本部記念祝賀会会費
大出公園河童の館完成祝　御祝
職員母告別式　生花代
賓客用土産代
八方山の講・白馬山案内人組合山の講 奉献酒
早起き野球白馬リーグ表彰式　御祝
環境大臣就任を祝う会　会費

安曇総合病院付属メンタル ケアセンターあずみ
開所式　御祝

社団法人全日本学生 スキー連盟懇談会　会費
白馬猟友会通常総会　御祝
雪乞い祈祷料
白馬村マレットゴルフ協会総会　御祝
大北歯科医師会との懇談会　会費
大北医師会との懇談会　会費
戸隠神社雪乞い　奉献酒
賓客用土産代
副知事を囲む会　会費
職員父告別式　香典
八方尾根リーゼンスラローム大会協賛金
職員祖母告別式　香典
職員父告別式　生花代

平成18年度　白馬村地域づくり事業補助金
各地区の取組状況について

　本年度において実施した「地域づくり事業補助金」ですが、各地区で様々な事業が行われました。以下に示
すのは取組みをした22地区３団体の事業内容と事業費をお知らせしますので参考にしてください。

大出区

佐野区

深空区

切久保区

落倉区

塩島区

森上区

八方区

沢渡区

八方口

蕨平区

三日市場区

堀之内区

エコーランド区

白馬町区

どんぐり区

飯森区

飯田区

内山区

山麓区

新田区

和田野区

八方地区景観形成

新田地区景観形成

和田野ふれあいの森

地域活性…地域活性化事業（補助率２/３、15万円限度） 

防　犯　灯…防犯灯設置事業（補助率１/３、10万円限度） 

住民協定…景観形成住民協定締結地区景観推進事業（１/２、10万円限度）

大出区内国道 406 号沿いの休耕田に宿根草の植栽・国道沿いと大出公園に水仙を植栽
する。また、大出前川に魚を放流して区民の憩いの場とする。

大出区内に防犯灯２基を新設する。

佐野坂観光協会前の広場に、ベゴニア・マリーゴールド・サルビアなどを植栽する。

佐野区内に防犯灯１基を新設する。

深空区神明社公園及び基幹センターの花壇にマリーゴールドや芝桜を植栽する。

深空区内に防犯灯１基を新設、１基を補修する。

切久保館北側川沿いの桜並木への桜の植え込み、また欠損箇所に植え込みをする。また、
そばの里づくりとしてガスコンロを購入する。

落倉開拓組合所有の公民館を区で買い上げ、行政区の公民館として使用する。

落倉区内に防犯灯１基を新設する。

基幹センターの腰壁塗装等の修繕工事をする。

基幹センターの敷地整地と和室床板修繕工事をする。

八方ジャンプ台・県道交差点のモニュメント付近にサルビアやパンジーを植栽する。ま
た区内に樽大型プランター 55個に花を植栽する。

公民館の天井の張り替え工事をする。

区民の憩いの場である、「みみずくの杜」に山野草のカタクリやアサマフウロを植栽する。

蕨平橋以東の村道法面に郷土種であるショウジョウバカマ、福寿草、水仙、菊、芝桜等
を植栽する。

区内３箇所の防犯灯の電球を水銀灯に改修する。

さんさんパーク周辺、谷地川左岸、公民館前の道路花壇にアジサイの植栽とコブシ・ヤ
マボウシや桜を植樹する。

県道 33 号線沿空地に子供と区民が一緒に宿根草を植栽する。また、東部グラウンド周
辺に桜、コブシを植樹する。

区内入口のエコーランド体育館前や八方筋・本通の花壇に、マリーゴールドを植栽する。

駅前広場に宿根草と園芸種を植栽し、国道南部の緑地帯にはヒペリカムを植えて緑地帯
にする。

ギフチョウの舞う花の里づくり事業として、ギフチョウの食草カンアオイ 1,000 株を
区内に植栽する。また芝桜・かたくりを 500株づつを村道沿に植栽する。

飯森区の中心部、お堂、公民館等に芝桜や宿根草を植栽する。

村道 1115 線犬川沿いと犬川右岸のＪＲから第４駐車場までの間に、アジサイや萩、オ
ミナエシ、フウロソウ、ニッコウキスゲなどを植栽する。

区内４箇所の防犯灯を新設する。

内山区内に生息している「内山のほたる」を保護し、繁殖できる環境を整備する。また、
駐車場上部の水路整備と公園化を進める。

区内村道脇にアジサイを植栽する。また区内全域に樽型の花壇を設置し、マリーゴール
ド、インパチェンスを植栽する。

鯉池水田約 30a を黄花コスモスの種子を撒き、花づくり運動を進める。

和田野区内の道路にインパチェンス、パンジーを植栽する。

県道白馬岳線とオリンピック道路の交差点に花壇を整備する。

区内の街川の欄干に花を植えられるように補修し、ベコニアやアジサイを植栽する。

ふれあいの森住民協定地内の長野オリンピック記念モニュメントを修繕する。

211,950

73,500

68,460

60,900

242,235

54,915

265,650

1,600,000

58,800

147,210

225,000

232,640

708,000

212,730

258,800

168,000

225,000

150,000

216,947

280,650

268,400

143,092

251,991

190,640

283,700

147,664

230,000

250,954

113,400

202,100

280,350

事業内容 事業費（円）事業主体 事業区分

［順不同］

地域活性

防 犯 灯

地域活性

防 犯 灯

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

防 犯 灯

地域活性

地域活性

地域活性

地域活性

住民協定

住民協定

住民協定

�



下
水
道
事
業
の
概
要

　

当
村
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
元
年

に
事
業
認
可
を
受
け
、
処
理
場
建
設
と
管
渠

布
設
工
事
に
着
手
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
末
で
の
整
備
状
況
は
、
面

積
4
3
9
ha
、
管
渠
距
離
8
7
，3
0
0
m
で

す
。
白
馬
村
全
体
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の

普
及
率
は
72
．6
%
、
水
洗
化
率
は
62
．5
%

で
す
。

平
成
17
年
度
決
算
か
ら
み
た

歳
入
歳
出
の
特
徴

　

歳
入
は
、
お
客
様
か
ら
の
受
益
者
負
担
金

と
使
用
料
収
入
が
35
%
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
32
．6
%
、国
か
ら
の
補
助
金
・
村
債（
金

融
機
関
や
国
の
資
金
か
ら
の
借
入
れ
た
お
金
）

等
そ
の
他
の
収
入
が
32
．4
%
で
す
。

　

歳
出
は
、
約
75
%
が
下
水
道
整
備
に
伴
う

借
入
の
償
還
に
あ
た
る
公
債
費
で
す
。

白
馬
村
財
政
報
告
⑦

白
馬
村
財
政
報
告
⑦

〜
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
〜

〜
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
〜

今
後
の
状
況

　

下
水
道
事
業
の
収
入
の
主
な
財
源
は
、
使

用
料
収
入
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

本
来
な
ら
ば
使
用
料
収
入
で
下
水
道
事
業
の

経
営
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

借
入
を
し
、
先
行
投
資
的
に
下
水
道
整
備
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
整

備
が
整
っ
た
反
面
、事
業
に
伴
う
公
債
費
（
借

金
）
の
長
期
償
還
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
収
入
は
管
渠
整
備
に
伴
い
下
水
道

整
備
区
域
が
拡
大
し
、
毎
年
伸
び
て
い
ま
す

が
、
平
成
17
年
度
か
ら
下
水
道
工
事
を
休
止

し
て
い
る
状
況
や
観
光
客
の
減
少
に
伴
い
、

使
用
料
収
入
が
今
ま
で
の
よ
う
な
伸
び
が
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
公
債
費
は
平
成
33
年
度
ま

で
４
億
円
を
超
え
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
が

続
き
ま
す
。
す
で
に
下
水
道
は
維
持
管
理
に
移

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
経
費
削
減
等
の
経

営
の
健
全
化
と
加
入
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
末
で
37
．5
%
が
下
水
道
を
ご

利
用
で
き
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
下
水
道

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
公
共
下

水
道
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速
や
か
に

接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
ま
で
は
一
般
会
計
の
厳
し
さ
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
公
共
下
水
道

特
別
会
計
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

村
の
財
政
上
、
一
般
会
計
と
と
も
に
こ
の
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の
維
持
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総務費
67,141千円
10.1%

一般会計繰入金
217,500千円
32.6%

使用料及び手数料
164,511千円
24.6%

歳出　666,403千円
受益者負担金
69,611千円
10.4%

歳入　668,091千円

村債
118,400千円
17.7%

国庫支出金
30,000千円
4.5%

基金繰入金
63,700千円
9.5%

諸収入・その他
4,369千円
0.7%

公債費
497,061千円
74.6%

建設費
102,201千円
15.3%

H1
8
H1
9
H2
0
H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
H2
9
H3
0
H3
1
H3
2
H3
3
H3
4
H3
5
H3
6
H3
7
H3
8

130,000
135,000
140,000
145,000
150,000

160,000

使用料収入

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

165,000

（千円）
170,000

155,000

0
1
2
3
4
5

公債費（億円）

□
申
込
方
法

　

白
馬
村
体
育
施
設
夏
季
合
宿
特
別
貸
出
要
項

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
要
項
は
各
世
帯

へ
今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
、
ま
た
４
月

２
日（
月
）の
新
聞
に
も
折
込
み
ま
す
の
で
、
必

ず
熟
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
期
間
中
は
、
下
記
表
の
村
の
行
事
・
各
種
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
下
記
の
日
程
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

申
し
添
え
ま
す
。

※
村
で
は
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
村
有
施
設
に

つ
い
て
、機
構
改
革
に
よ
る
管
理
経
費
の
削
減
と
、

分
か
り
易
く
扱
い
易
い
、
よ
り
公
平
性
の
あ
る

料
金
の
設
定
と
と
も
に
、
僅
か
で
す
が
財
政
難

で
の
収
入
の
確
保
も
目
指
し
て
、
19
年
4
月
1

日
以
降
の
使
用
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

料
金
改
定
は
、
条
例
改
正
を
伴
う
た
め
、
3
月

の
議
会
で
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
利
用
者
の
皆
様
に
予
め
使
用
料
金
改
正
の

方
針
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
ス
ポ
ー
ツ
課

　

T
E
L 

7
1 

― 

1
1
6
0
（
内
線
4
3
1
）

　　

白
馬
村
で
は
、
夏
合
宿
等
で
村
内
宿
泊
所
の
方

に
対
し
て
、
白
馬
村
体
育
施
設
の
う
ち
、

○
ウ
イ
ン
グ
21
ア
リ
ー
ナ

○
北
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夏
季
特
別
予
約
を
実
施
し
ま
す
。

□
貸
出
期
間

　

平
成
19
年
７
月
14
日（
土
）
か
ら

　

９
月
17
日（
月
）

□
貸
出
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

□
申
込
受
付
期
間

　

平
成
19
年
４
月
３
日（
火
）
か
ら

　

４
月
13
日（
金
）

□
申
込
受
付
場
所

　

白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
内

　

教
育
委
員
会
　

社
会
体
育
係

□
申
込
受
付
時
間

　

休
館
日
（
月
曜
日
）
除
く
全
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

平
成
19
年
４
月

に
開
園
予
定
の
北

城
地
区
統
合
保
育

園
の
名
称
に
つ
い

て
、
一
般
公
募
を

行
い
検
討
し
た
結

果
、『
白
馬
村
し

ろ
う
ま
保
育
園
』

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

し
ろ
う
ま
保
育
園
を

　

一
般
公
開
し
ま
す
。

　

３
月
完
成
予
定
の
し
ろ
う
ま
保
育
園

を
左
記
の
日
程
で
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
新
し
い
保
育
園
施
設
の
見

学
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
公
開
日
時

　

平
成
19
年
３
月
30
日（
金
）・
31
日（
土
）

○
公
開
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課

T
E
L 

７
２
―

５
０
０
０

（
内
線
１
５
３
）

　

統
合
保
育
園
の
電
話
番
号
は
旧
北
部

保
育
園
の
電
話
番
号（
７
２
―

３
０
８
８
）

を
使
用
し
ま
す
。（
４
月
２
日
よ
り
利
用
可
能
）

白
馬
村
し
ろ
う
ま
保
育
園

　７月14、15日　長野県中学校総合体育大会 ウイング21アリーナ
　８月４、５日　シッティングバレー大会 ウイング21アリーナ
　８月６、７日　北信越中学校総合体育大会 ウイング21アリーナ
　８月15日　　　沢渡区 南部グラウンド／南部トレセン
　８月26日　　　中信地区スポーツ少年団競技別交流会　ウイング21アリーナ
　８月26日　　　壮年ソフト秋季大会　 南部・北部グラウンド
　９月１日　　　白馬村村民運動会準備 北部グラウンド
　９月２日　　　白馬村村民運動会 北部グラウンド／北部トレセン
　９月９日　　　壮年ソフト秋季大会予備日 南部・北部グラウンド

平
成
19
年
度
白
馬
村
体
育
施
設
の

夏
季
合
宿
特
別
貸
出
に
つ
い
て

（平成19年 2月末日現在）

工　事　名

入　札　日

場　　　所

落　札　者

落札決定額

入札参加者

平成18年度　道の駅　白馬　増築工事

平成19年３月9日

北安曇郡白馬村大字北城字飯田

㈲池田建設

￥8,085,000（消費税含む）

㈱平林工務店

㈱山田工務店

㈲彦工務店

㈱宮尾建設

㈲池田建設

中村工務店

㈱リホーム白馬

期　　間 大会名・利用者 使　用　施　設入札結果
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下
水
道
事
業
の
概
要

　

当
村
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
元
年

に
事
業
認
可
を
受
け
、
処
理
場
建
設
と
管
渠

布
設
工
事
に
着
手
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
末
で
の
整
備
状
況
は
、
面

積
4
3
9
ha
、
管
渠
距
離
8
7
，3
0
0
m
で

す
。
白
馬
村
全
体
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の

普
及
率
は
72
．6
%
、
水
洗
化
率
は
62
．5
%

で
す
。

平
成
17
年
度
決
算
か
ら
み
た

歳
入
歳
出
の
特
徴

　

歳
入
は
、
お
客
様
か
ら
の
受
益
者
負
担
金

と
使
用
料
収
入
が
35
%
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
32
．6
%
、国
か
ら
の
補
助
金
・
村
債（
金

融
機
関
や
国
の
資
金
か
ら
の
借
入
れ
た
お
金
）

等
そ
の
他
の
収
入
が
32
．4
%
で
す
。

　

歳
出
は
、
約
75
%
が
下
水
道
整
備
に
伴
う

借
入
の
償
還
に
あ
た
る
公
債
費
で
す
。

白
馬
村
財
政
報
告
⑦

白
馬
村
財
政
報
告
⑦

〜
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
〜

〜
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
〜

今
後
の
状
況

　

下
水
道
事
業
の
収
入
の
主
な
財
源
は
、
使

用
料
収
入
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

本
来
な
ら
ば
使
用
料
収
入
で
下
水
道
事
業
の

経
営
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

借
入
を
し
、
先
行
投
資
的
に
下
水
道
整
備
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
整

備
が
整
っ
た
反
面
、事
業
に
伴
う
公
債
費
（
借

金
）
の
長
期
償
還
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
収
入
は
管
渠
整
備
に
伴
い
下
水
道

整
備
区
域
が
拡
大
し
、
毎
年
伸
び
て
い
ま
す

が
、
平
成
17
年
度
か
ら
下
水
道
工
事
を
休
止

し
て
い
る
状
況
や
観
光
客
の
減
少
に
伴
い
、

使
用
料
収
入
が
今
ま
で
の
よ
う
な
伸
び
が
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
公
債
費
は
平
成
33
年
度
ま

で
４
億
円
を
超
え
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
が

続
き
ま
す
。
す
で
に
下
水
道
は
維
持
管
理
に
移

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
経
費
削
減
等
の
経

営
の
健
全
化
と
加
入
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
末
で
37
．5
%
が
下
水
道
を
ご

利
用
で
き
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
下
水
道

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
公
共
下

水
道
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速
や
か
に

接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
ま
で
は
一
般
会
計
の
厳
し
さ
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
公
共
下
水
道

特
別
会
計
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

村
の
財
政
上
、
一
般
会
計
と
と
も
に
こ
の
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の
維
持
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総務費
67,141千円
10.1%

一般会計繰入金
217,500千円
32.6%

使用料及び手数料
164,511千円
24.6%

歳出　666,403千円
受益者負担金
69,611千円
10.4%

歳入　668,091千円

村債
118,400千円
17.7%

国庫支出金
30,000千円
4.5%

基金繰入金
63,700千円
9.5%

諸収入・その他
4,369千円
0.7%

公債費
497,061千円
74.6%

建設費
102,201千円
15.3%

H1
8
H1
9
H2
0
H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
H2
9
H3
0
H3
1
H3
2
H3
3
H3
4
H3
5
H3
6
H3
7
H3
8

130,000
135,000
140,000
145,000
150,000

160,000

使用料収入

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

165,000

（千円）
170,000

155,000

0
1
2
3
4
5

公債費（億円）

□
申
込
方
法

　

白
馬
村
体
育
施
設
夏
季
合
宿
特
別
貸
出
要
項

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
要
項
は
各
世
帯

へ
今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
、
ま
た
４
月

２
日（
月
）の
新
聞
に
も
折
込
み
ま
す
の
で
、
必

ず
熟
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
期
間
中
は
、
下
記
表
の
村
の
行
事
・
各
種
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
下
記
の
日
程
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

申
し
添
え
ま
す
。

※
村
で
は
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
村
有
施
設
に

つ
い
て
、機
構
改
革
に
よ
る
管
理
経
費
の
削
減
と
、

分
か
り
易
く
扱
い
易
い
、
よ
り
公
平
性
の
あ
る

料
金
の
設
定
と
と
も
に
、
僅
か
で
す
が
財
政
難

で
の
収
入
の
確
保
も
目
指
し
て
、
19
年
4
月
1

日
以
降
の
使
用
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

料
金
改
定
は
、
条
例
改
正
を
伴
う
た
め
、
3
月

の
議
会
で
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
利
用
者
の
皆
様
に
予
め
使
用
料
金
改
正
の

方
針
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
ス
ポ
ー
ツ
課

　

T
E
L 

7
1 

― 
1
1
6
0
（
内
線
4
3
1
）

　　

白
馬
村
で
は
、
夏
合
宿
等
で
村
内
宿
泊
所
の
方

に
対
し
て
、
白
馬
村
体
育
施
設
の
う
ち
、

○
ウ
イ
ン
グ
21
ア
リ
ー
ナ

○
北
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夏
季
特
別
予
約
を
実
施
し
ま
す
。

□
貸
出
期
間

　

平
成
19
年
７
月
14
日（
土
）
か
ら

　

９
月
17
日（
月
）

□
貸
出
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

□
申
込
受
付
期
間

　

平
成
19
年
４
月
３
日（
火
）
か
ら

　

４
月
13
日（
金
）

□
申
込
受
付
場
所

　

白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
内

　

教
育
委
員
会
　

社
会
体
育
係

□
申
込
受
付
時
間

　

休
館
日
（
月
曜
日
）
除
く
全
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

平
成
19
年
４
月

に
開
園
予
定
の
北

城
地
区
統
合
保
育

園
の
名
称
に
つ
い

て
、
一
般
公
募
を

行
い
検
討
し
た
結

果
、『
白
馬
村
し

ろ
う
ま
保
育
園
』

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

し
ろ
う
ま
保
育
園
を

　

一
般
公
開
し
ま
す
。

　

３
月
完
成
予
定
の
し
ろ
う
ま
保
育
園

を
左
記
の
日
程
で
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
新
し
い
保
育
園
施
設
の
見

学
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
公
開
日
時

　

平
成
19
年
３
月
30
日（
金
）・
31
日（
土
）

○
公
開
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課

T
E
L 

７
２
―

５
０
０
０

（
内
線
１
５
３
）

　

統
合
保
育
園
の
電
話
番
号
は
旧
北
部

保
育
園
の
電
話
番
号（
７
２
―

３
０
８
８
）

を
使
用
し
ま
す
。（
４
月
２
日
よ
り
利
用
可
能
）

白
馬
村
し
ろ
う
ま
保
育
園

　７月14、15日　長野県中学校総合体育大会 ウイング21アリーナ
　８月４、５日　シッティングバレー大会 ウイング21アリーナ
　８月６、７日　北信越中学校総合体育大会 ウイング21アリーナ
　８月15日　　　沢渡区 南部グラウンド／南部トレセン
　８月26日　　　中信地区スポーツ少年団競技別交流会　ウイング21アリーナ
　８月26日　　　壮年ソフト秋季大会　 南部・北部グラウンド
　９月１日　　　白馬村村民運動会準備 北部グラウンド
　９月２日　　　白馬村村民運動会 北部グラウンド／北部トレセン
　９月９日　　　壮年ソフト秋季大会予備日 南部・北部グラウンド

平
成
19
年
度
白
馬
村
体
育
施
設
の

夏
季
合
宿
特
別
貸
出
に
つ
い
て

（平成19年 2月末日現在）

工　事　名

入　札　日

場　　　所

落　札　者

落札決定額

入札参加者

平成18年度　道の駅　白馬　増築工事

平成19年３月9日

北安曇郡白馬村大字北城字飯田

㈲池田建設

￥8,085,000（消費税含む）

㈱平林工務店

㈱山田工務店

㈲彦工務店

㈱宮尾建設

㈲池田建設

中村工務店

㈱リホーム白馬

期　　間 大会名・利用者 使　用　施　設入札結果
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白馬村

財団法人　白馬村振興公社

白馬土産品組合加盟店　他

青鬼地区紫米生産者

道の駅白馬

TEL　0261-75-3880

FAX　0261-75-3810

企 画

販 売 者

販 売 店

地場産生産者

お問い合わせ先

出 身 地

性 格

種 類

販 売 価 格

白馬村

惣菜

うるち米・紫米（朝紫）

１本入り　２６５円

３本入り　７８５円

白
馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト

特
産
品
名　

白
馬
紫
米
五
平
餅

生 産 者 の 声

白馬紫米を使用した綺麗な紫色の五平餅です。特性
味噌だれを付けてお召し上がり下さい。

　

お
支
払
い
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
名
義
の
口
座
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
、ご
家
族
そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
税
金
等
を
一つ
の
口
座
か
ら
振
替
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
税
務
課
・

上
下
水
道
課
及
び
取
扱
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
申
請
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
の

際
は
口
座
名
・
口
座
番
号
、
金
融
機
関
届
出
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
取
扱
金
融
機
関
…
大

北
農
協
・
八
十
二
銀
行
・
長
野
銀
行
・
松
本
信
用
金
庫
・
郵
便
局
）

　

そ
の
他
（
ご
注
意
）

 

・ 

口
座
振
替
の
開
始
は
、申
込
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。（
郵
便
局
は
、役
場
に
届
く
日
数
に
よ
り
翌
々

月
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

 

・
国
保
税
は
世
帯
主
に
世
帯
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

・
固
定
資
産
税
が
共
有
名
義
（
例
：
白
馬
太
郎 

外
１
名
な
ど
）
の
場
合
は
、
個
人
名
義
と
は
別

に
お
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。  

村
税・料
金
等
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
！

平
成
19
年
度
の
村
税
、
料
金
等
の
納
期
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

納
期
最
終
日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
度　

村
税・料
金
等
納
期
の
お
知
ら
せ

※　○内の数字は期別を表示

平成19年度
村県
民税

固定
資産税

軽自
動車税

国民健康
保険税

上下水道
料金

４ 月
15日～25日

５ 月
15日～25日

７ 月
15日～25日

６ 月
20日～７月２日

８ 月
15日～27日

９ 月
15日～25日

１０ 月
15日～25日

１１ 月
15日～26日

１２ 月
15日～25日

１ 月
15日～25日

２ 月
15日～25日

３ 月
10日～21日

―

―

①

―

②

―

③

―

―

④

―

―

①

―

―

②

―

―

―

―

③

―

④

―

―

①

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

○10 

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

春
の
引
越
し
シ
ー
ズ
ン

上
下
水
道
の
お
届
け
も
忘
れ
ず
に
!

　

引
越
し
の
際
に
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
精
算
が
必
要
で
す
。
引
越

し
の
予
定
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
役
場
上
下
水
道
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
各
種
の
お
申
し
込
み
は
お
電
話
１
本
で
で
き
ま
す
。
ご
連
絡
を
い
た
だ

か
な
い
と
、
水
道
を
使
っ
て
い
な
く
て
も
基
本
料
金
等
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
引
っ
越
し
て
き
た
と
き
〔
上
下
水
道
の
使
用
開
始
申
し
込
み
〕

　
　

引
越
し
の
３
〜
４
日
前
ま
で
に
、
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
・
ま
た
は
お
電
話

に
て
上
下
水
道
使
用
開
始
申
し
込
み
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〈
お
届
け
い
た
だ
く
内
容
〉

 

・
ご
住
所
・
お
名
前
・
電
話
番
号

 

・
上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
日

⑵
引
っ
越
し
て
い
く
と
き
〔
上
下
水
道
の
使
用
中
止
申
し
込
み
〕

　
　

引
越
し
の
３
〜
４
日
前
ま
で
に
、
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
・
ま
た
は
お
電
話

に
て
上
下
水
道
の
使
用
を
や
め
る
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〈
お
届
け
い
た
だ
く
内
容
〉

 

・
ご
住
所
・
お
名
前
・
電
話
番
号

 

・
精
算
日
（
上
下
水
道
の
使
用
を
や
め
る
日
）

 

・
引
越
し
先
の
ご
住
所

 

・
精
算
方
法
（
口
座
振
替
、
引
越
し
先
へ
の
請
求
書
送
付
な
ど
）

◎
白
馬
村
内
へ
お
引
越
し
の
場
合
は
口
座
振
替
の
継
続
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
お
届
け
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
精
算
は
、
お
客
様
か
ら
の
お
届
け
制
で
す
。
お
届
け
が
な
い
と
、
上
下
水
道
の

ご
利
用
が
な
く
て
も
基
本
料
金
等
の
請
求
が
継
続
し
ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け

下
さ
い
。

⑶
そ
の
他
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
お
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
請
求
書
の
送
り
先
を
変
え
た
い
と
き

□
水
道
使
用
者
や
所
有
者
の
名
義
を
変
え
る
と
き
（
名
義
変
更
）

※
建
物
の
相
続
・
売
買
な
ど
で
上
下
水
道
設
備
の
「
所
有
者
」
名
義
が
変
わ
る
と

き
は
、
書
面
で
の
お
届
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
届
出
用
紙
は
上
下
水
道
課
窓

口
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

＊
白
馬
村
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
が
、
4
月
13
日
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
4
月
よ
り
11
月
ま
で
毎

月
お
お
む
ね
15
日
〜
22
日
が
検
針
期
間
と

な
り
ま
す
。

　

検
針
員
が
お
伺
い
し
て
検
針
を
行
っ
て

い
る
お
客
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
針
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
ま
わ
り
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
が
停
め

て
あ
っ
た
り
、
植
木
鉢
な
ど
物
が
置
い

て
あ
り
ま
せ
ん
か
？⬅

　

検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

⬅

　

出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

○
ボ
ッ
ク
ス
内
に
落
ち
葉
や
泥
水
が
た

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

⬅

　

時
々
点
検
し
て
き
れ
い
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

○
増
改
築
な
ど
の
際
、
メ
ー
タ
ー
が
床
下

や
見
え
に
く
い
位
置
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
よ
り
、
お
客

様
の
使
用
水
量
を
決
定
し
ま
す
。
　

ま
た
、

検
針
時
の
異
常
な
使
用
水
量
に
よ
り
、
漏

水
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
の
指
針
を
正
し
く
読
め
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場

上
下
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
へ
ご
協
力
の
お
願
い

�



白馬村

財団法人　白馬村振興公社

白馬土産品組合加盟店　他

青鬼地区紫米生産者

道の駅白馬

TEL　0261-75-3880

FAX　0261-75-3810

企 画

販 売 者

販 売 店

地場産生産者

お問い合わせ先

出 身 地

性 格

種 類

販 売 価 格

白馬村

惣菜

うるち米・紫米（朝紫）

１本入り　２６５円

３本入り　７８５円

白
馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト

特
産
品
名　

白
馬
紫
米
五
平
餅

生 産 者 の 声

白馬紫米を使用した綺麗な紫色の五平餅です。特性
味噌だれを付けてお召し上がり下さい。

　

お
支
払
い
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
名
義
の
口
座
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
、ご
家
族
そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
税
金
等
を
一つ
の
口
座
か
ら
振
替
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
税
務
課
・

上
下
水
道
課
及
び
取
扱
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
申
請
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
の

際
は
口
座
名
・
口
座
番
号
、
金
融
機
関
届
出
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
取
扱
金
融
機
関
…
大

北
農
協
・
八
十
二
銀
行
・
長
野
銀
行
・
松
本
信
用
金
庫
・
郵
便
局
）

　

そ
の
他
（
ご
注
意
）

 

・ 

口
座
振
替
の
開
始
は
、申
込
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。（
郵
便
局
は
、役
場
に
届
く
日
数
に
よ
り
翌
々

月
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

 

・
国
保
税
は
世
帯
主
に
世
帯
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

・
固
定
資
産
税
が
共
有
名
義
（
例
：
白
馬
太
郎 

外
１
名
な
ど
）
の
場
合
は
、
個
人
名
義
と
は
別

に
お
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。  

村
税・料
金
等
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
！

平
成
19
年
度
の
村
税
、
料
金
等
の
納
期
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

納
期
最
終
日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
度　

村
税・料
金
等
納
期
の
お
知
ら
せ

※　○内の数字は期別を表示

平成19年度
村県
民税

固定
資産税

軽自
動車税

国民健康
保険税

上下水道
料金

４ 月
15日～25日

５ 月
15日～25日

７ 月
15日～25日

６ 月
20日～７月２日

８ 月
15日～27日

９ 月
15日～25日

１０ 月
15日～25日

１１ 月
15日～26日

１２ 月
15日～25日

１ 月
15日～25日

２ 月
15日～25日

３ 月
10日～21日
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③
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④
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①

―

―

―

―

―

―

―
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―
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―

①

②

③

④
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⑦

⑧

⑨
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○

○

春
の
引
越
し
シ
ー
ズ
ン

上
下
水
道
の
お
届
け
も
忘
れ
ず
に
!

　

引
越
し
の
際
に
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
精
算
が
必
要
で
す
。
引
越

し
の
予
定
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
役
場
上
下
水
道
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
各
種
の
お
申
し
込
み
は
お
電
話
１
本
で
で
き
ま
す
。
ご
連
絡
を
い
た
だ

か
な
い
と
、
水
道
を
使
っ
て
い
な
く
て
も
基
本
料
金
等
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
引
っ
越
し
て
き
た
と
き
〔
上
下
水
道
の
使
用
開
始
申
し
込
み
〕

　
　

引
越
し
の
３
〜
４
日
前
ま
で
に
、
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
・
ま
た
は
お
電
話

に
て
上
下
水
道
使
用
開
始
申
し
込
み
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〈
お
届
け
い
た
だ
く
内
容
〉

 

・
ご
住
所
・
お
名
前
・
電
話
番
号

 

・
上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
日

⑵
引
っ
越
し
て
い
く
と
き
〔
上
下
水
道
の
使
用
中
止
申
し
込
み
〕

　
　

引
越
し
の
３
〜
４
日
前
ま
で
に
、
役
場
上
下
水
道
課
窓
口
・
ま
た
は
お
電
話

に
て
上
下
水
道
の
使
用
を
や
め
る
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〈
お
届
け
い
た
だ
く
内
容
〉

 

・
ご
住
所
・
お
名
前
・
電
話
番
号

 

・
精
算
日
（
上
下
水
道
の
使
用
を
や
め
る
日
）

 

・
引
越
し
先
の
ご
住
所

 

・
精
算
方
法
（
口
座
振
替
、
引
越
し
先
へ
の
請
求
書
送
付
な
ど
）

◎
白
馬
村
内
へ
お
引
越
し
の
場
合
は
口
座
振
替
の
継
続
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
お
届
け
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
精
算
は
、
お
客
様
か
ら
の
お
届
け
制
で
す
。
お
届
け
が
な
い
と
、
上
下
水
道
の

ご
利
用
が
な
く
て
も
基
本
料
金
等
の
請
求
が
継
続
し
ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け

下
さ
い
。

⑶
そ
の
他
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
お
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
請
求
書
の
送
り
先
を
変
え
た
い
と
き

□
水
道
使
用
者
や
所
有
者
の
名
義
を
変
え
る
と
き
（
名
義
変
更
）

※
建
物
の
相
続
・
売
買
な
ど
で
上
下
水
道
設
備
の
「
所
有
者
」
名
義
が
変
わ
る
と

き
は
、
書
面
で
の
お
届
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
届
出
用
紙
は
上
下
水
道
課
窓

口
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

＊
白
馬
村
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
が
、
4
月
13
日
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
4
月
よ
り
11
月
ま
で
毎

月
お
お
む
ね
15
日
〜
22
日
が
検
針
期
間
と

な
り
ま
す
。

　

検
針
員
が
お
伺
い
し
て
検
針
を
行
っ
て

い
る
お
客
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
針
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
ま
わ
り
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
が
停
め

て
あ
っ
た
り
、
植
木
鉢
な
ど
物
が
置
い

て
あ
り
ま
せ
ん
か
？⬅

　

検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

⬅

　

出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

○
ボ
ッ
ク
ス
内
に
落
ち
葉
や
泥
水
が
た

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

⬅

　

時
々
点
検
し
て
き
れ
い
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

○
増
改
築
な
ど
の
際
、
メ
ー
タ
ー
が
床
下

や
見
え
に
く
い
位
置
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
よ
り
、
お
客

様
の
使
用
水
量
を
決
定
し
ま
す
。
　

ま
た
、

検
針
時
の
異
常
な
使
用
水
量
に
よ
り
、
漏

水
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
の
指
針
を
正
し
く
読
め
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場

上
下
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係
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水
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＊＊＊  登録状況（３月13日現在）  ＊＊＊
◆ゆずります
 ・東芝ＤＶＤプレーヤー内蔵21インチテレビデオ〔２万円〕
 ・茶だんす（食器棚）　高さ１ｍ80㎝、幅40㎝、青、
　４年ほど前に購入〔無償〕
◆ゆずってください
 ・ 現在登録はありません

リサイクル広場リサイクル広場

村長への
意見・提言を
募集しております

村長への
意見・提言を
募集しております

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。２４時間皆さんの声を受け付けています。
村長室直通 FAX 0261-72-4899　役場 FAX 0261-72-7001
白馬村公式ホームページから http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/soncyo/form.html

　登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡下さい。
　みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。

 

・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
を
引
渡
す
場
合
は
、
必
ず

中
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
全
部
出
し
て
か
ら
引
渡

し
て
下
さ
い
。

 

・
絶
対
に
機
器
を
分
解
し
な
い
で
下
さ
い
。
分
解

し
た
も
の
は
粗
大
ご
み
で
も
引
き
取
れ
ま
せ
ん
。

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
は
製
造
し
た
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
小
売
店
に
確
認

す
る
か
、
家
電
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
下
さ
い
。

 

・
引
渡
し
の
際
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に
記
入
し
、

控
え
を
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

不
法
投
棄
の
禁
止

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、
廃
家
電

の
不
法
投
棄
が一時
増
加
し
ま
し
た
が
、
村
の
防
止

対
策
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
２
０
１
１
年
に
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
従
来
の
テ
レ
ビ
の
買
い
換
え
が
増
加
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
は
絶

対
に
不
法
投
棄
せ
ず
、
小
売
業
者
に
引
渡
す
か
村

の
粗
大
ご
み
集
積
場
へ
持
ち
込
む
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係

　

T
E
L 

７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
６
４
）

役
割
分
担

⒈
　

排
出
者
（
消
費
者
）
は
小
売
業
者
等
へ
対
象

機
器
を
引
渡
し
、
収
集
・
運
搬
、
再
商
品
化

に
係
る
費
用
を
支
払
い
ま
す
。

⒉
　

小
売
業
者
（
家
電
小
売
店
）
は
過
去
に
販
売

し
た
対
象
機
器
や
買
換
え
の
際
に
引
取
り
を
求

め
ら
れ
た
対
象
機
器
を
引
取
り
、
製
造
業
者
等

へ
引
渡
し
ま
す
。

⒊
　

製
造
業
者
（
家
電
メ
ー
カ
ー
）
は
過
去
に
製

造
し
た
対
象
機
器
を
引
取
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。

廃
家
電
の
引
渡
方
法

 

・
排
出
者
が
対
象
機
器
を
購
入
し
た
小
売
業
者
に

引
渡
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
を
支
払
い
ま
す
。

 

・
排
出
者
が
新
し
い
対
象
機
器
に
買
換
え
た
際
に

古
い
機
器
を
小
売
業
者
に
引
渡
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
等
を
支
払
い
ま
す
。

 

・
購
入
し
た
小
売
業
者
が
不
在
や
不
明
だ
っ
た
場

合
等
は
、
市
町
村
が
収
集
・
運
搬
を
行
い
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
4
月
か
ら
11
月
ま
で
の
第
２
、

第
４
日
曜
日
に
開
設
す
る
粗
大
ご
み
集
積
場
へ

持
ち
込
み
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
を
支
払
い
ま
す
。

R
ecycl
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家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
廃
棄
物
の
減
量
及
び

再
生
資
源
の
十
分
な
利
用
等
を
通
じ
て
、
そ
の
適

正
な
処
理
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
の
確
保
を
図

る
こ
と
で
、
生
活
環
境
の
保
全
と
国
民
経
済
の
健

全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

13
年
４
月
か
ら
本
格
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
た（
使
わ
な
く
な
っ
て
廃
棄
す
る
）家
電
製
品
を
、

小
売
業
者（
そ
の
家
電
製
品
を
売
っ
た
人
）が
収
集
・

運
搬
し
、
製
造
業
者
等
（
そ
の
家
電
製
品
を
作
っ

た
人
や
輸
入
し
た
人
、
家
電
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業

者
）
が
有
用
な
部
品
や
材
料
を
回
収
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
ま
す
。対

象
と
な
る
家
電
製
品

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る
家
電
製
品

は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）、
冷
蔵

庫
（
冷
凍
庫
）、
洗
濯
機
の
4
品
目
で
、
廃
家
電

全
体
の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

○
注
意
事
項

※
無
料
に
な
る
品
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
料

金
が
掛
か
る
品
目
と
確
実
に
分
け
て
か
ら

お
持
ち
下
さ
い
。
分
別
を
し
て
な
い
場
合

は
、
混
合
廃
棄
物
料
金
で
頂
き
ま
す
。

※
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
の
使
用
は
禁
止
で

す
。（
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
原
則
無
料
で
引
取
り
ま
す
。）

※
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
15
年
10
月
１

日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き

メ
ー
カ
ー
に
回
収
を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
平
成
16
年
10
月
１
日
か

ら
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
指

定
の
取
扱
店
に
申
し
込
み
、
自
動
車
は
平

成
17
年
1
月
1
日
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
従
っ
た
適
正
な
処
分
を
し
て
下
さ

い
。

※
産
業
廃
棄
物
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
直
接
業

者
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
り
処
分
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
か
ら
の
持
込
は
お
断
り
し
ま

す
。
処
分
に
は
白
馬
村
の
税
金
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
市
町
村
の
方
は
、
住
所
地

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
集
積
場
開
設
日

　

平
成
19
年
度
の
粗
大
ご
み
集
積
場
の
開
設

日
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
第
２ 

・ 

第
４

日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

（
11
月
は
第
２
〜
第
４
日
曜
の
予
定
）
で
す
。

場
所
は
例
年
ど
お
り
森
上
の
松
川
粗
大
ご
み

集
積
場
で
行
い
ま
す
。
　

○
粗
大
ご
み
手
数
料

　

今
年
も
処
理
の
実
態
に
合
う
よ
う
品
目
ご

と
の
処
理
料
を
も
と
に
料
金
を
徴
収
し
ま

す
。
こ
の
料
金
は
、
粗
大
ゴ
ミ
を
再
利
用
す

る
部
分
と
焼
却
す
る
部
分
に
分
け
た
り
、
最

終
処
分
す
る
た
め
に
破
砕
し
た
り
す
る
費
用

が
掛
か
る
た
め
で
、
品
目
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
物
（
資
源
ご
み
）
の
引
取
り

　

新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル・ペッ
ト
ボ
ト
ル
・

び
ん
類
・
古
着
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
引
取

り
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
分

別
の
う
え
持
ち
込
ん
で
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係

　

T
E
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７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
６
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）

粗
大
ご
み
集
積
場
の
開
設
に
つ
い
て

バッテリー

タイヤ（普）ホイル無

タイヤ（普）ホイル有

小型消火器（消化剤を抜いたもの）

コピー機

タイヤ（大）ホイル有

パソコン（デスクトップ型一式）、応接セット、家具（大）、オルガン

耐火金庫 0.1ｍ3、木くず１ｍ3、生木１ｍ3

廃プラスチック類１ｍ3、マルチ１ｍ3、混合廃棄物１ｍ3、その他粗大ゴミ1ｍ3

品　　目

150

250

300

500

電気毛布、金属製以外のスノーダンプ、金属製以外の椅子、布団、スキー・スノーボード板（金具も含む）、
スキー靴（スノーボード含む）、じゅうたん、カーペット、こたつ、ベビーカー、座椅子、焼却灰（肥料袋程度）

パソコン（ノート型・デスクトップ本体・一体型）、冷凍庫（家電リサイクル対象外品）、自動販売機（冷蔵用）、
タイヤ（大）ホイル無

主として金属類のもの
ストーブ、掃除機、炊飯器、扇風機、加湿器、ポット、電話機、アイロン、米ビツ、ガスコンロ、湯沸かし器、
ファンヒーター、ラジカセ、照明器具、ドラム缶、換気扇、金属製スノーダンプ、金属製椅子、電子レンジ、
ガスオーブンレンジ、廃オートバイ、乾燥機、除湿機、リヤカー、自転車、一輪車、草刈機、脚立、食器洗い機、
ミシン、小型農機具（耕運機・田植機・除雪機等）、温水ボイラー、電気温水器、ブリキ（金属類）

料金（円）

ガラスくず、陶磁器類（肥料袋程度）、タイヤ（中）ホイル無

電気カーペット、ステレオ、家具（小）、洗面化粧台、学習机、ベッド、マットレス、畳、流し台

パソコン用ディスプレイ、タイヤ（中）ホイル有

上記品目以外のもの　―――　同様な品目の料金を適用する。

2,600

3,000

3,500

4,000

6,000

1,000

700

無料

1,300

1,500

2,000

※冷凍庫（家電リサイクル対象外品）・自販機（冷蔵用）など、業務用冷蔵庫・冷凍庫・空調機は、平成 19 年
10月 1日よりフロン回収破壊法が改正されるため、上記料金はそれまでのものです。　※料金は1台・1個・
1組単位ごとの値段です。　※乾電池・蛍光灯も同じ場所で引取りますので、分別のうえ持ち込んで下さい。
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棄
物
の
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再
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な
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を
通
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て
、
そ
の
適
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な
処
理
及
び
資
源
の
有
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な
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の
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こ
と
で
、
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活
環
境
の
保
全
と
国
民
経
済
の
健

全
な
発
展
に
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与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

13
年
４
月
か
ら
本
格
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
た（
使
わ
な
く
な
っ
て
廃
棄
す
る
）家
電
製
品
を
、

小
売
業
者（
そ
の
家
電
製
品
を
売
っ
た
人
）が
収
集
・

運
搬
し
、
製
造
業
者
等
（
そ
の
家
電
製
品
を
作
っ

た
人
や
輸
入
し
た
人
、
家
電
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業

者
）
が
有
用
な
部
品
や
材
料
を
回
収
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
ま
す
。対

象
と
な
る
家
電
製
品

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る
家
電
製
品

は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）、
冷
蔵

庫
（
冷
凍
庫
）、
洗
濯
機
の
4
品
目
で
、
廃
家
電

全
体
の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

○
注
意
事
項

※
無
料
に
な
る
品
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
料

金
が
掛
か
る
品
目
と
確
実
に
分
け
て
か
ら

お
持
ち
下
さ
い
。
分
別
を
し
て
な
い
場
合

は
、
混
合
廃
棄
物
料
金
で
頂
き
ま
す
。

※
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
の
使
用
は
禁
止
で

す
。（
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
原
則
無
料
で
引
取
り
ま
す
。）

※
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
15
年
10
月
１

日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き

メ
ー
カ
ー
に
回
収
を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
平
成
16
年
10
月
１
日
か

ら
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
指

定
の
取
扱
店
に
申
し
込
み
、
自
動
車
は
平

成
17
年
1
月
1
日
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
従
っ
た
適
正
な
処
分
を
し
て
下
さ

い
。

※
産
業
廃
棄
物
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
直
接
業

者
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
り
処
分
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
か
ら
の
持
込
は
お
断
り
し
ま

す
。
処
分
に
は
白
馬
村
の
税
金
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
市
町
村
の
方
は
、
住
所
地

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
集
積
場
開
設
日

　

平
成
19
年
度
の
粗
大
ご
み
集
積
場
の
開
設

日
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
第
２ 

・ 

第
４

日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

（
11
月
は
第
２
〜
第
４
日
曜
の
予
定
）
で
す
。

場
所
は
例
年
ど
お
り
森
上
の
松
川
粗
大
ご
み

集
積
場
で
行
い
ま
す
。
　

○
粗
大
ご
み
手
数
料

　

今
年
も
処
理
の
実
態
に
合
う
よ
う
品
目
ご

と
の
処
理
料
を
も
と
に
料
金
を
徴
収
し
ま

す
。
こ
の
料
金
は
、
粗
大
ゴ
ミ
を
再
利
用
す

る
部
分
と
焼
却
す
る
部
分
に
分
け
た
り
、
最

終
処
分
す
る
た
め
に
破
砕
し
た
り
す
る
費
用

が
掛
か
る
た
め
で
、
品
目
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
物
（
資
源
ご
み
）
の
引
取
り

　

新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル・ペッ
ト
ボ
ト
ル
・

び
ん
類
・
古
着
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
引
取

り
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
分

別
の
う
え
持
ち
込
ん
で
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係

　

T
E
L 

７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
６
４
）

粗
大
ご
み
集
積
場
の
開
設
に
つ
い
て

バッテリー

タイヤ（普）ホイル無

タイヤ（普）ホイル有

小型消火器（消化剤を抜いたもの）

コピー機

タイヤ（大）ホイル有

パソコン（デスクトップ型一式）、応接セット、家具（大）、オルガン

耐火金庫 0.1ｍ3、木くず１ｍ3、生木１ｍ3

廃プラスチック類１ｍ3、マルチ１ｍ3、混合廃棄物１ｍ3、その他粗大ゴミ1ｍ3

品　　目

150

250

300

500

電気毛布、金属製以外のスノーダンプ、金属製以外の椅子、布団、スキー・スノーボード板（金具も含む）、
スキー靴（スノーボード含む）、じゅうたん、カーペット、こたつ、ベビーカー、座椅子、焼却灰（肥料袋程度）

パソコン（ノート型・デスクトップ本体・一体型）、冷凍庫（家電リサイクル対象外品）、自動販売機（冷蔵用）、
タイヤ（大）ホイル無

主として金属類のもの
ストーブ、掃除機、炊飯器、扇風機、加湿器、ポット、電話機、アイロン、米ビツ、ガスコンロ、湯沸かし器、
ファンヒーター、ラジカセ、照明器具、ドラム缶、換気扇、金属製スノーダンプ、金属製椅子、電子レンジ、
ガスオーブンレンジ、廃オートバイ、乾燥機、除湿機、リヤカー、自転車、一輪車、草刈機、脚立、食器洗い機、
ミシン、小型農機具（耕運機・田植機・除雪機等）、温水ボイラー、電気温水器、ブリキ（金属類）

料金（円）

ガラスくず、陶磁器類（肥料袋程度）、タイヤ（中）ホイル無

電気カーペット、ステレオ、家具（小）、洗面化粧台、学習机、ベッド、マットレス、畳、流し台

パソコン用ディスプレイ、タイヤ（中）ホイル有

上記品目以外のもの　―――　同様な品目の料金を適用する。

2,600

3,000

3,500

4,000

6,000

1,000

700

無料

1,300

1,500

2,000

※冷凍庫（家電リサイクル対象外品）・自販機（冷蔵用）など、業務用冷蔵庫・冷凍庫・空調機は、平成 19 年
10月 1日よりフロン回収破壊法が改正されるため、上記料金はそれまでのものです。　※料金は1台・1個・
1組単位ごとの値段です。　※乾電池・蛍光灯も同じ場所で引取りますので、分別のうえ持ち込んで下さい。
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福
寿
草
は
山
地
に
生
え
る
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
で
、
雪
融
け
と
と
も
に
鮮
や
か
な
黄
金
色
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
家
庭
で
は
促
成
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
新
春
を
迎
え
る
祝
い
の
花
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

陽
が
差
し
て
い
な
い
と
き
は
つ
ぼ
み
の
よ
う
に
花
弁
を
閉
じ
て
い
ま
す
が
、
陽
が
当
た
る
と
一
杯
に
開

き
、
向
日
性
で
太
陽
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
少
し
づ
つ
方
向
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
残
雪
状
況
に
よ
り

３
月
下
旬
頃
か
ら
咲
く
事
も
あ
り
ま
す
。
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
姫
川
源
流
周
辺
に
は
約
30
万

株
の
福
寿
草
が
群
生
し
、
見
頃
を
迎
え
る
と
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。

○
開
花
時
期
　

３
月
下
旬
〜
４
月
中
旬

○
会
　
　

場
　

姫
川
源
流
自
然
探
勝
園

○
所
要
時
間
　

一
周
約
30
分

○
駐　

車　

場
　

会
場
周
辺
に
あ
り

○
イ
ベ
ン
ト
　

４
月
22
日（
日
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

振
舞
い
（
山
野
草
の
天
ぷ
ら
・
蕎
麦
茶
・
漬
物
）、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
福
寿
草
園
ガ
イ
ド
、
白
馬
特
産
品
、

山
野
草
、
花
切
手
販
売
　

等

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
さ
の
さ
か
観
光
協
会
　

T
E
L 

7
5
―

2
8
1
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.hakubasanosaka.com

/event.htm
l

　

飯
森
の
ざ
ぜ
ん
草
園
は
、
30 

ha
の
園
内
に
約
45
万
株
が
群
生
す
る
日
本
一
の
ざ
ぜ
ん
草
園
で
す
。
園

内
の
木
道
か
ら
は
、
雪
の
中
か
ら
顔
を
出
す
姿
や
、
雪
解
け
水
の
流
れ
る
小
川
沿
い
に
春
を
告
げ
る
よ

う
鮮
や
か
に
咲
く
姿
な
ど
様
々
な
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

僧
侶
が
袈
裟
を
か
ぶ
っ
て
座
禅
を
く
ん
で
い
る
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
開
花
す
る
際
に
発
熱
す
る
サ
ト
イ
モ
科
の
珍
し
い
植
物
で
、
春
に
な
る
と
自
ら
の
熱
で

雪
を
溶
か
し
て
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

○
開
花
時
期
　

３
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

○
会
　
　

場
　

白
馬
村
飯
森
　

ざ
ぜ
ん
草
園

○
所
要
時
間
　

一
周
約
30
分

○
駐　

車　

場
　

会
場
周
辺
に
あ
り

○
イ
ベ
ン
ト
　

４
月
15
日（
日
）
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

飯
森
水
神
太
鼓
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
・

各
種
出
店
・
と
ん
汁
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
・
白
馬
特
産
物
販
売
等

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
五
竜
観
光
協
会
　

T
E
L 

7
5
―

3
1
3
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.hakubagoryu.com

/zazensou/

第
９
回  

白
馬
ざ
ぜ
ん
草
祭
り

第
１２
回  

姫
川
源
流
福
寿
草
ま
つ
り

 • 

開
花
時
期
は
目
安
で
あ
り
、
天
候
等
に
よ
り
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
　

 • 

開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
日
も
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

 • 

各
会
場
で
は
植
物
の
採
取
・
指
定
区
域
外
へ
の
立
ち
入
り
等
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
昧

白
馬
A
l
p
s

'07　
イ
ベ
ン
ト
情
報 　

暖
か
な
春
が
訪
れ
、
白
馬
村
は
花
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

広
報
は
く
ば
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
花
三
昧
イ
ベ
ン

ト
の
各
会
場
や
そ
こ
で
咲
く
花
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
村
民
の

皆
様
も
ぜ
ひ
各
会
場
に
足
を
運
び
、
白
馬
の
地
に
咲
く
花
々
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

３
月
号
で
は
第
１
弾
と
し
て
、
飯
森
の
ざ
ぜ
ん
草
祭
り
と
姫
川
源
流
の

福
寿
草
ま
つ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　２月16日から18日にかけて、第85回全日
本スキー選手権大会のジャンプ競技・ノル
ディックコンバインド競技が白馬村で開催
されました。
　２月も雪の少ない状態が続き各地で多く
の大会が中止になっている状況の中、無事
に大会を開催できたことに関係者は胸をな
でおろしていました。
　ジャンプ競技のラージヒル種目では白馬
村出身の梅崎慶大選手が優勝し、「世界で
戦える力を身につけたい」と今後の意気込
みを語りました。
　これからも梅崎慶大選手の応援を宜しく
お願いします！

第85回全日本スキー選手権大会開催

村民ホールにペレットストーブを設置しましたセーフティリーダー終了式
　「白馬村地域新エネルギー導入プロジェクト」
の第１歩として、木質バイオマスエネルギーを
利用するペレットストーブが役場村民ホールに
設置されました。
　「白馬村地域新エネルギービジョン（概要版）」
については広報はくば２月号と一緒に配布しま
したが、総務課窓口でも配布しています。また、
白馬村行政ホームページでもご覧になることが
できます。
　今後も村民や関係機関と一体となって新エネ
ルギー導入を推進していきます。

　昨年５月に大町警察署から委嘱を受け「わが
まちのセーフティリーダー」として地域の交通
安全・犯罪防止のために活動していた白馬南小
の６年生32名が任務を終え、２月21日に終了式
を行いました。
　委嘱を受けていた６年生の児童たちは、登下
校の際に赤い帽子をかぶり下級生のお手本とな
るよう行動しました。委嘱中は大きな事故・事
件もなく、児童たちは学区内の「安心の家」に
感謝の手紙を贈りました。
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福
寿
草
は
山
地
に
生
え
る
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
で
、
雪
融
け
と
と
も
に
鮮
や
か
な
黄
金
色
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
家
庭
で
は
促
成
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
新
春
を
迎
え
る
祝
い
の
花
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

陽
が
差
し
て
い
な
い
と
き
は
つ
ぼ
み
の
よ
う
に
花
弁
を
閉
じ
て
い
ま
す
が
、
陽
が
当
た
る
と
一
杯
に
開

き
、
向
日
性
で
太
陽
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
少
し
づ
つ
方
向
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
残
雪
状
況
に
よ
り

３
月
下
旬
頃
か
ら
咲
く
事
も
あ
り
ま
す
。
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
姫
川
源
流
周
辺
に
は
約
30
万

株
の
福
寿
草
が
群
生
し
、
見
頃
を
迎
え
る
と
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。

○
開
花
時
期
　

３
月
下
旬
〜
４
月
中
旬

○
会
　
　

場
　

姫
川
源
流
自
然
探
勝
園

○
所
要
時
間
　

一
周
約
30
分

○
駐　

車　

場
　

会
場
周
辺
に
あ
り

○
イ
ベ
ン
ト
　

４
月
22
日（
日
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

振
舞
い
（
山
野
草
の
天
ぷ
ら
・
蕎
麦
茶
・
漬
物
）、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
福
寿
草
園
ガ
イ
ド
、
白
馬
特
産
品
、

山
野
草
、
花
切
手
販
売
　

等

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
さ
の
さ
か
観
光
協
会
　

T
E
L 

7
5
―

2
8
1
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.hakubasanosaka.com

/event.htm
l

　

飯
森
の
ざ
ぜ
ん
草
園
は
、
30 

ha
の
園
内
に
約
45
万
株
が
群
生
す
る
日
本
一
の
ざ
ぜ
ん
草
園
で
す
。
園

内
の
木
道
か
ら
は
、
雪
の
中
か
ら
顔
を
出
す
姿
や
、
雪
解
け
水
の
流
れ
る
小
川
沿
い
に
春
を
告
げ
る
よ

う
鮮
や
か
に
咲
く
姿
な
ど
様
々
な
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

僧
侶
が
袈
裟
を
か
ぶ
っ
て
座
禅
を
く
ん
で
い
る
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
開
花
す
る
際
に
発
熱
す
る
サ
ト
イ
モ
科
の
珍
し
い
植
物
で
、
春
に
な
る
と
自
ら
の
熱
で

雪
を
溶
か
し
て
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

○
開
花
時
期
　

３
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

○
会
　
　

場
　

白
馬
村
飯
森
　

ざ
ぜ
ん
草
園

○
所
要
時
間
　

一
周
約
30
分

○
駐　

車　

場
　

会
場
周
辺
に
あ
り

○
イ
ベ
ン
ト
　

４
月
15
日（
日
）
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

飯
森
水
神
太
鼓
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
・

各
種
出
店
・
と
ん
汁
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
・
白
馬
特
産
物
販
売
等

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
五
竜
観
光
協
会
　

T
E
L 

7
5
―

3
1
3
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.hakubagoryu.com

/zazensou/

第
９
回  

白
馬
ざ
ぜ
ん
草
祭
り

第
１２
回  

姫
川
源
流
福
寿
草
ま
つ
り

 • 

開
花
時
期
は
目
安
で
あ
り
、
天
候
等
に
よ
り
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
　

 • 

開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
日
も
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

 • 

各
会
場
で
は
植
物
の
採
取
・
指
定
区
域
外
へ
の
立
ち
入
り
等
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
昧

白
馬
A
l
p
s

'07　
イ
ベ
ン
ト
情
報 　

暖
か
な
春
が
訪
れ
、
白
馬
村
は
花
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

広
報
は
く
ば
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
花
三
昧
イ
ベ
ン

ト
の
各
会
場
や
そ
こ
で
咲
く
花
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
村
民
の

皆
様
も
ぜ
ひ
各
会
場
に
足
を
運
び
、
白
馬
の
地
に
咲
く
花
々
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

３
月
号
で
は
第
１
弾
と
し
て
、
飯
森
の
ざ
ぜ
ん
草
祭
り
と
姫
川
源
流
の

福
寿
草
ま
つ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　２月16日から18日にかけて、第85回全日
本スキー選手権大会のジャンプ競技・ノル
ディックコンバインド競技が白馬村で開催
されました。
　２月も雪の少ない状態が続き各地で多く
の大会が中止になっている状況の中、無事
に大会を開催できたことに関係者は胸をな
でおろしていました。
　ジャンプ競技のラージヒル種目では白馬
村出身の梅崎慶大選手が優勝し、「世界で
戦える力を身につけたい」と今後の意気込
みを語りました。
　これからも梅崎慶大選手の応援を宜しく
お願いします！

第85回全日本スキー選手権大会開催

村民ホールにペレットストーブを設置しましたセーフティリーダー終了式
　「白馬村地域新エネルギー導入プロジェクト」
の第１歩として、木質バイオマスエネルギーを
利用するペレットストーブが役場村民ホールに
設置されました。
　「白馬村地域新エネルギービジョン（概要版）」
については広報はくば２月号と一緒に配布しま
したが、総務課窓口でも配布しています。また、
白馬村行政ホームページでもご覧になることが
できます。
　今後も村民や関係機関と一体となって新エネ
ルギー導入を推進していきます。

　昨年５月に大町警察署から委嘱を受け「わが
まちのセーフティリーダー」として地域の交通
安全・犯罪防止のために活動していた白馬南小
の６年生32名が任務を終え、２月21日に終了式
を行いました。
　委嘱を受けていた６年生の児童たちは、登下
校の際に赤い帽子をかぶり下級生のお手本とな
るよう行動しました。委嘱中は大きな事故・事
件もなく、児童たちは学区内の「安心の家」に
感謝の手紙を贈りました。
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大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
で
は
、
平
成

19
年
５
月
１
日
以
降
に
採
用
す
る
正
規
職

員
・
臨
時
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員

正
規
職
員
　

看
護
師
１
名
・
介
護
員
１

名
・
事
務
員
１
名

　

臨
時
職
員
　

看
護
師
１
名
・
介
護
員
１
名

○
受
験
資
格

　

大
北
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者

　

満
20
歳
以
上
満
55
歳
未
満
の
者

　

看
護
師
は
資
格
を
有
す
る
者

○
採
用
試
験

試
験
日

平
成
19
年
４
月
９
日（
月
）
午
前
９
時

試
験
会
場

大
北
福
祉
会
館
（
大
町
市
白
塩
町
）

○
受
験
手
続

受
付
期
間

３
月
19
日（
月
）〜
３
月
30
日（
金
）
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
申
込
先

　

〒
398
―

0002
　

大
町
市
白
塩
町
1
0
5
8
番

地
33
　

大
北
福
祉
会
館
内

　

社
会
福
祉
法
人
大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会

○
申
込
書
　

協
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
勤
務
施
設

救
護
施
設
れ
ん
げ
荘
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
高
瀬
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
嶺
白
馬
村
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
社
会
福
祉
事
業
協
会

　

T
E
L 

２
２
―

０
３
２
０

　　

日
頃
み
な
さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る

不
動
産
に
関
す
る
売
買
・
交
換
・
相
続
・

借
地
・
担
保
・
賃
貸
借
に
係
る
不
動
産
評

価
等
に
つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
開
催
日
時
及
び
会
場
（
当
村
近
郊
）

　

長
野
市
　

平
成
19
年
４
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

長
野
市
役
所

　
　
　
　
　

第
２
庁
舎
　

10
階
　

19
会
議
室

　

松
本
市
　

平
成
19
年
４
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

松
本
市
役
所

　
　
　
　
　

本
庁
舎
　

３
階
　

第
１
応
接
室

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈳
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

T
E
L 

０
２
６
―

２
２
５
―

５
２
２
８

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　　

白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
白
馬
村
体

育
指
導
委
員
を
１
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
に
実
技
指
導
や
助
言
を
行

う
非
常
勤
の
職
員
で
す
。

　

白
馬
村
で
は
、
特
に
村
内
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
立
案
・
執
行
等

の
業
務
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し

て
い
た
だ
け
る
熱
意
の
あ
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
役
場
ス
ポ
ー
ツ
課

　

T
E
L 

7
1
―

1
1
6
0

白
馬
村
体
育
指
導
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

　　

平
成
19
年
10
月
１
日
の
民
営
化
に
備
え
、

３
月
12
日
か
ら
郵
便
局
の
業
務
を
次
の
よ
う

に
分
割
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
白
馬
郵
便
局

　

郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
窓
口
業
務

◆
白
馬
配
達
セ
ン
タ
ー

　

お
手
紙
・
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
配
達
・
取
集
業
務

　

窓
口
の
取
扱
時
間
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と

同
じ
で
す
が
、
郵
便
の
時
間
外
窓
口
業
務

（
土
・
日
含
む
）
は
、
今
後
お
取
扱
が
な
く

な
り
ま
す
。
以
下
の
代
替
方
法
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
ご
不
在
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
な
か
っ

た
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
土
曜
・
日
曜
も

含
め
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ま
た
事
前
に

ご
連
絡
い
た
だ
く
と
、
ど
こ
の
郵
便
局
窓

口
で
も
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

（
土
・
日
除
く
）

○
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
受
付
は
、
土
曜
・
日
曜
も

含
め
集
荷
に
伺
い
ま
す
。

　
　

お
近
く
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
取
扱
所
で
も
お

引
き
受
け
い
た
し
ま
す
。（
持
込
１
０
０

円
割
引
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

郵
便
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L 

０
２
６
１
―

２
２
―

１
１
２
０

白
馬
郵
便
局
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

白
馬
郵
便
局
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

　　

白
馬
村
で
は
白
馬
北
小
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
白
馬
南
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
の
利

用
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
小

学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
小
学
校

児
童
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
白
馬
村
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
日

　

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集
の
お
知
ら
せ

大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
職
員
募
集

大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
職
員
募
集

　

白
馬
村
体
育
指
導
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

○
利
用
時
間

　

小
学
校
下
校
時
刻
〜
午
後
６
時
ま
で

　

※
長
期
休
業

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

（
土
日
祝
・
年
末
年
始
除
く
）

○
利
用
料
金

　

月
額
　

２
，３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課

　

T
E
L 

７
２
―

５
０
０
０
（
内
線
１
５
３
）

　　

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
々
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
お
く
れ
る

よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
に
関
わ
る
相
談
や
お
手
伝
い
を
し
、

そ
の
生
活
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

前
回
は
、
事
業
の
内
容
や
援
助
の

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
　

①
誰
が
ど
の
よ

う
に
援
助
す
る
の
か
、
　

②
費
用
は
か

か
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

①
ご
相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
い

た
る
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

専
門
員
、
生
活
支
援
員
が
責
任
を

持
っ
て
援
助
し
ま
す
。

○
専
門
員
の
仕
事

　

お
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
、

ご
本
人
の
意
向
を
も
と
に
適
切
な

支
援
計
画
を
作
成
し
、
契
約
を
交

わ
し
、
常
に
利
用
者
と
の
意
思
疎

通
を
は
か
り
な
が
ら
支
援
を
い
た

し
ま
す
。

○
生
活
支
援
員
の
仕
事

　

契
約
の
内
容
に
そ
っ
て
定
期
的
に

利
用
者
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
の

お
手
伝
い
や
、
預
貯
金
の
出
し
入

れ
な
ど
を
代
行
い
た
し
ま
す
。

②
利
用
料
金
に
つ
い
て

○
ご
相
談
は
無
料
で
す
。

　

ご
相
談
や
支
援
計
画
の
作
成
に
か

か
る
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

 

・
生
活
支
援
員
が
お
手
伝
い
す
る
と

き
に
、
利
用
料
と
交
通
費
が
か
か

り
ま
す
。

 

・
利
用
料
金
は
１
時
間
当
た
り
１
０
０
０

円
で
す
。

 

・
交
通
費
は
、
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当

た
り
20
円
で
す
。

 

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

無
料
で
す
。

　
　
　
　

　

ご
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
皆
様
の
介
護
、
介
護
予
防
、

権
利
擁
護
な
ど
の
御
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L 

７
２
―

６
６
６
７

　

財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
科
学

研
究
を
奨
励
す
る
た
め
、
自
然
科
学
を
研
究
す

る
県
内
の
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

○
申
請
期
間

　

平
成
19
年
５
月
11
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）

○
交
付
対
象

　

県
内
で
科
学
研
究
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
自
然
科
学
以
外
の
研
究

⑵
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究

⑶
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究
を
実
用
化
ま
た

は
企
業
化
す
る
た
め
の
研
究

⑷
国
・
県
・
市
町
村
等
の
公
的
研
究
所
、
試
験

場
等
の
研
究
者
が
行
う
研
究
で
、
当
該
研
究

所
・
試
験
場
の
本
来
業
務
に
密
接
に
関
連
す

る
も
の

⑸
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
研
究

○
交
付
部
門

　

次
の
３
部
門
に
区
分
し
て
交
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
第
１
部
お
よ
び
第
３
部
に
お
い
て
、
大

学
の
講
師
以
上
お
よ
び
学
生
は
除
き
ま
す
。

⑴
第
１
部
　

一
般
（
第
２
部
・
第
３
部
以
外
の

も
の
）

⑵
第
２
部
　

小
・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の

教
員

⑶
第
３
部
　

大
学・研
究
所・試
験
場
等
の
研
究
者

○
助
成
金
額
　

30
万
円
以
内
と
し
ま
す
。

○
採
択
基
準

　

科
学
研
究
費
助
成
金
の
交
付
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り
審
査
を
行
い

ま
す
。

⑴
目
的
が
具
体
的
・
明
確
で
あ
る
も
の

⑵
研
究
者
の
研
究
実
績
・
研
究
遂
行
の
熱
意
が

あ
る
も
の

⑶
成
果
が
期
待
で
き
る
も
の
（
同
一
課
題
で
連

続
し
て
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
特
に
厳
選

し
ま
す
）

○
申
請
方
法

　

各
支
部
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
等
の
用
紙

に
必
要
受
講
を
記
入
の
上
、
各
１
部
を
㈶
長
野

県
科
学
振
興
会
長
あ
て
に
最
寄
の
支
部
を
経
由

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
直
接
本
会
事
務

局
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
）

○
そ
の
他

　

助
成
金
の
詳
細
（
申
請
様
式
等
）
は
、
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
長
野
県
科
学
振
興
会
大
町
支
部

　

大
町
市
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

　

T
E
L 

2
2
―

0
4
2
0

科
学
の
研
究
・
発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

平
成
19
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
の
ご
案
内

地
域
福
祉
権
利
擁
護

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
ご
紹
介
　

そ
の
2

14



　　

大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
で
は
、
平
成

19
年
５
月
１
日
以
降
に
採
用
す
る
正
規
職

員
・
臨
時
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員

正
規
職
員
　

看
護
師
１
名
・
介
護
員
１

名
・
事
務
員
１
名

　

臨
時
職
員
　

看
護
師
１
名
・
介
護
員
１
名

○
受
験
資
格

　

大
北
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者

　

満
20
歳
以
上
満
55
歳
未
満
の
者

　

看
護
師
は
資
格
を
有
す
る
者

○
採
用
試
験

試
験
日

平
成
19
年
４
月
９
日（
月
）
午
前
９
時

試
験
会
場

大
北
福
祉
会
館
（
大
町
市
白
塩
町
）

○
受
験
手
続

受
付
期
間

３
月
19
日（
月
）〜
３
月
30
日（
金
）
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
申
込
先

　

〒
398
―

0002
　

大
町
市
白
塩
町
1
0
5
8
番

地
33
　

大
北
福
祉
会
館
内

　

社
会
福
祉
法
人
大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会

○
申
込
書
　

協
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
勤
務
施
設

救
護
施
設
れ
ん
げ
荘
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
高
瀬
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
嶺
白
馬
村
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
社
会
福
祉
事
業
協
会

　

T
E
L 

２
２
―

０
３
２
０

　　

日
頃
み
な
さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る

不
動
産
に
関
す
る
売
買
・
交
換
・
相
続
・

借
地
・
担
保
・
賃
貸
借
に
係
る
不
動
産
評

価
等
に
つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
開
催
日
時
及
び
会
場
（
当
村
近
郊
）

　

長
野
市
　

平
成
19
年
４
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

長
野
市
役
所

　
　
　
　
　

第
２
庁
舎
　

10
階
　

19
会
議
室

　

松
本
市
　

平
成
19
年
４
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

松
本
市
役
所

　
　
　
　
　

本
庁
舎
　

３
階
　

第
１
応
接
室

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈳
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

T
E
L 

０
２
６
―

２
２
５
―

５
２
２
８

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　　

白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
白
馬
村
体

育
指
導
委
員
を
１
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
に
実
技
指
導
や
助
言
を
行

う
非
常
勤
の
職
員
で
す
。

　

白
馬
村
で
は
、
特
に
村
内
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
立
案
・
執
行
等

の
業
務
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し

て
い
た
だ
け
る
熱
意
の
あ
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
役
場
ス
ポ
ー
ツ
課

　

T
E
L 

7
1
―

1
1
6
0

白
馬
村
体
育
指
導
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

　　

平
成
19
年
10
月
１
日
の
民
営
化
に
備
え
、

３
月
12
日
か
ら
郵
便
局
の
業
務
を
次
の
よ
う

に
分
割
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
白
馬
郵
便
局

　

郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
窓
口
業
務

◆
白
馬
配
達
セ
ン
タ
ー

　

お
手
紙
・
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
配
達
・
取
集
業
務

　

窓
口
の
取
扱
時
間
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と

同
じ
で
す
が
、
郵
便
の
時
間
外
窓
口
業
務

（
土
・
日
含
む
）
は
、
今
後
お
取
扱
が
な
く

な
り
ま
す
。
以
下
の
代
替
方
法
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
ご
不
在
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
な
か
っ

た
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
土
曜
・
日
曜
も

含
め
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ま
た
事
前
に

ご
連
絡
い
た
だ
く
と
、
ど
こ
の
郵
便
局
窓

口
で
も
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

（
土
・
日
除
く
）

○
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
受
付
は
、
土
曜
・
日
曜
も

含
め
集
荷
に
伺
い
ま
す
。

　
　

お
近
く
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
取
扱
所
で
も
お

引
き
受
け
い
た
し
ま
す
。（
持
込
１
０
０

円
割
引
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

郵
便
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L 

０
２
６
１
―

２
２
―

１
１
２
０

白
馬
郵
便
局
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

白
馬
郵
便
局
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

　　

白
馬
村
で
は
白
馬
北
小
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
白
馬
南
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
の
利

用
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
小

学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
小
学
校

児
童
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
白
馬
村
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
日

　

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集
の
お
知
ら
せ

大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
職
員
募
集

大
北
社
会
福
祉
事
業
協
会
職
員
募
集

　

白
馬
村
体
育
指
導
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

○
利
用
時
間

　

小
学
校
下
校
時
刻
〜
午
後
６
時
ま
で

　

※
長
期
休
業

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

（
土
日
祝
・
年
末
年
始
除
く
）

○
利
用
料
金

　

月
額
　

２
，３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課

　

T
E
L 

７
２
―

５
０
０
０
（
内
線
１
５
３
）

　　

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
々
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
お
く
れ
る

よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
に
関
わ
る
相
談
や
お
手
伝
い
を
し
、

そ
の
生
活
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

前
回
は
、
事
業
の
内
容
や
援
助
の

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
　

①
誰
が
ど
の
よ

う
に
援
助
す
る
の
か
、
　

②
費
用
は
か

か
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

①
ご
相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
い

た
る
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

専
門
員
、
生
活
支
援
員
が
責
任
を

持
っ
て
援
助
し
ま
す
。

○
専
門
員
の
仕
事

　

お
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
、

ご
本
人
の
意
向
を
も
と
に
適
切
な

支
援
計
画
を
作
成
し
、
契
約
を
交

わ
し
、
常
に
利
用
者
と
の
意
思
疎

通
を
は
か
り
な
が
ら
支
援
を
い
た

し
ま
す
。

○
生
活
支
援
員
の
仕
事

　

契
約
の
内
容
に
そ
っ
て
定
期
的
に

利
用
者
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
の

お
手
伝
い
や
、
預
貯
金
の
出
し
入

れ
な
ど
を
代
行
い
た
し
ま
す
。

②
利
用
料
金
に
つ
い
て

○
ご
相
談
は
無
料
で
す
。

　

ご
相
談
や
支
援
計
画
の
作
成
に
か

か
る
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

 
・
生
活
支
援
員
が
お
手
伝
い
す
る
と

き
に
、
利
用
料
と
交
通
費
が
か
か

り
ま
す
。

 

・
利
用
料
金
は
１
時
間
当
た
り
１
０
０
０

円
で
す
。

 

・
交
通
費
は
、
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当

た
り
20
円
で
す
。

 

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

無
料
で
す
。

　
　
　
　

　

ご
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
皆
様
の
介
護
、
介
護
予
防
、

権
利
擁
護
な
ど
の
御
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L 

７
２
―

６
６
６
７

　

財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
科
学

研
究
を
奨
励
す
る
た
め
、
自
然
科
学
を
研
究
す

る
県
内
の
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

○
申
請
期
間

　

平
成
19
年
５
月
11
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）

○
交
付
対
象

　

県
内
で
科
学
研
究
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
自
然
科
学
以
外
の
研
究

⑵
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究

⑶
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究
を
実
用
化
ま
た

は
企
業
化
す
る
た
め
の
研
究

⑷
国
・
県
・
市
町
村
等
の
公
的
研
究
所
、
試
験

場
等
の
研
究
者
が
行
う
研
究
で
、
当
該
研
究

所
・
試
験
場
の
本
来
業
務
に
密
接
に
関
連
す

る
も
の

⑸
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
研
究

○
交
付
部
門

　

次
の
３
部
門
に
区
分
し
て
交
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
第
１
部
お
よ
び
第
３
部
に
お
い
て
、
大

学
の
講
師
以
上
お
よ
び
学
生
は
除
き
ま
す
。

⑴
第
１
部
　

一
般
（
第
２
部
・
第
３
部
以
外
の

も
の
）

⑵
第
２
部
　

小
・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の

教
員

⑶
第
３
部
　

大
学・研
究
所・試
験
場
等
の
研
究
者

○
助
成
金
額
　

30
万
円
以
内
と
し
ま
す
。

○
採
択
基
準

　

科
学
研
究
費
助
成
金
の
交
付
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り
審
査
を
行
い

ま
す
。

⑴
目
的
が
具
体
的
・
明
確
で
あ
る
も
の

⑵
研
究
者
の
研
究
実
績
・
研
究
遂
行
の
熱
意
が

あ
る
も
の

⑶
成
果
が
期
待
で
き
る
も
の
（
同
一
課
題
で
連

続
し
て
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
特
に
厳
選

し
ま
す
）

○
申
請
方
法

　

各
支
部
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
等
の
用
紙

に
必
要
受
講
を
記
入
の
上
、
各
１
部
を
㈶
長
野

県
科
学
振
興
会
長
あ
て
に
最
寄
の
支
部
を
経
由

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
直
接
本
会
事
務

局
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
）

○
そ
の
他

　

助
成
金
の
詳
細
（
申
請
様
式
等
）
は
、
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
長
野
県
科
学
振
興
会
大
町
支
部

　

大
町
市
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

　

T
E
L 

2
2
―

0
4
2
0

科
学
の
研
究
・
発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

平
成
19
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
の
ご
案
内

地
域
福
祉
権
利
擁
護

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
ご
紹
介
　

そ
の
2
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場所：ふれあいセンター

種類 受付期間 対象者
４月10日(火) 麻しん風しん １：15～２：15 Ｈ18．１．26日生～４．10生
４月11日(水） ＢＣＧ １：15～２：15 Ｈ18．11月生～Ｈ19．１月生
４月20日(金） 麻しん風しん（２期） １：15～２：15 Ｈ13．４．２日生～９．30生
４月26日(木） 麻しん風しん（２期） １：15～２：15 Ｈ13．10．１日生～Ｈ14．４．１生

月日
場所：ふれあいセンター予防接種

健診等

大町市内（内科・小児科）月　日 曜　日 大北一円（外科） 歯科医院
休
日
当
番
医

白馬・小谷村
３月２１日 （水） 白馬診療所 平林医院 石曽根医院 いとう歯科医院
３月２５日 （日） 小谷村診療所 横沢内科医院 市立大町総合病院 横澤歯科医院
４月  １日 （日） 栗田医院 新津内科医院 安曇総合病院 きらり歯科医院
４月  ８日 （日） しんたにクリニック 伊東医院 狩谷整形外科医院 師岡歯科医院
４月１５日 （日） 横沢医院 遠藤内科医院 みどりクリニック 橘歯科医院
４月２２日 （日） 公済堂（北沢）医院 柿下クリニック 栗林医院 丸山歯科医院
４月２９日 （日） 小谷村診療所 松林医院 西森整形外科 宮下歯科医院
４月３０日 （月） 栗田医院 加藤診療書所 石曽根医院 岡江歯科医院

３月19日（月） ２ヶ月育児相談   ９：４５～１０：００ H１９．１月生
３月20日（火） 赤ちゃん健診(前期）   ９：１５～  ９：３０ Ｈ１８．１０月～１１月
３月26日（月） ふれあいセンター開放日   ９：３０～１２：００ どなたでも
４月  2日（月） ふれあいセンター開放日   ９：３０～１２：００ どなたでも
４月  9日（月） ふれあいセンター開放日   ９：３０～１２：００ どなたでも
４月16日（月） ふれあいセンター開放日   ９：３０～１２：００ どなたでも
４月19日（木） 赤ちゃん健診   ９：１５～  ９：３０ Ｈ１８．５月 および１２月生
４月23日（月） ２ヶ月育児相談   ９：４５～１０：００ H１９．２月生
４月24日（火） ３才健診   １：００～  １：１５ Ｈ１６．４月生
４月25日（水） こども相談日   １：００～  ４：３０ どなたでも

３
月
〜
４
月
保
健
ガ
イ
ド

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
癌
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、

定
期
的
に
癌
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

村
の
集
団
癌
検
診
は
、
症
状
の
な
い
方
を
対
象
に
簡
易
な
癌
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
症
状
の
あ
る
方
は
、
す
ぐ
に
詳
し
い
検
査
を

受
け
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
癌
前
兆
シ
グ
ナ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
シ
グ
ナ
ル

○
肺
　
　

癌
　

せ
き
が
続
い
た
り
、
痰
に
血
が
混
じ
っ
て
い
る
。
声

が
か
す
れ
る
。

○
胃
　
　

癌
　

胸
や
け
す
る
。
胃
が
も
た
れ
る
。

○
大　

腸　

癌
　

便
秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す
。
便
に
血
液
や
粘
液
が
つ

ま
っ
て
い
る
。

○
前
立
腺
癌
　

尿
の
出
が
悪
い
。
尿
に
血
が
混
じ
っ
て
い
る
。

○
乳
　
　

癌
　

乳
房
の
中
に
し
こ
り
を
感
じ
る
。

○
子　

宮　

癌
　

お
り
も
の
が
い
つ
も
と
違
っ
た
り
、
不
正
出
血
が
あ
る
。

２
．
乳
癌
の
自
己
検
診
ポ
イ
ン
ト

①
乳
房
に
し
こ
り
は
な
い
か

②
乳
房
に
一
部
、
く
ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ
が
な
い
か

③
乳
房
の
皮
膚
が
赤
く
腫
れ
て
い
た
り
、
オ
レ
ン
ジ
の
皮
の
よ
う
に

毛
穴
が
目
立
つ
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
か
 

④
乳
房
が
た
だ
れ
て
い
た
り
没
し
て
い
な
い
か

⑤
乳
頭
か
ら
血
性
の
分
泌
物
が
で
て
い
な
い
か

⑥
左
右
の
乳
頭
の
位
置
が
ず
れ
て
い
な
い
か

⑦
わ
き
の
下
に
し
こ
り
は
な
い
か

★
お
風
呂
上
り
に
、日
を
決
め
て
鏡
の
前
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
『
あ

れ
っ
』
と
思
っ
た
ら
、
専
門
医
の
と
こ
ろ
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。（
外
科
・
乳
腺
外
来
へ
）
 

　

平
成
19
年
度
の
村
の
集
団
検
診
の
申
し
込
み
は
、
3
月
23
日
迄
で
す
。

　

受
診
希
望
の
方
は
、
３
月
上
旬
に
お
送
り
致
し
ま
し
た
申
込
書
を

期
日
ま
で
に
保
健
福
祉
課
に
ご
提
出
下
さ
い
。

転
入
し
て
来
ら
れ
た
方
で
検
診
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

癌
の
早
期
発
見
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館長　太田敏彦
Tel. 0261ー 72ー 8770
Fax. 0261ー 72ー 8771

３月26日以降は
Tel. 0261ー 72ー 5000
Fax. 0261ー 72ー 7001

白 馬 村 公 民 館

2007. 3.19

　平成19年度「すくすく親子広場」のご参加お待ちしています！！
　このすくすく親子広場は、未就園児を対象に親子で遊ぶ教室です。１年を通じて行われ、月１回の開催です。
対象者は平成17年３月以前に生まれたお子さんで保育所・幼稚園に入所入学されていない方です。対象者とな
る方には４月中旬に通知を送付させていただきます。参加を希望される方は同封された申込書を記入の上、保
健福祉課又は白馬村公民館まで提出してください。大勢の方のお申し込みをお待ちしております。

※白馬村次世代育成支援行動計画関連事業

1
館報はくば　Vol. 418

　平成19年４月１日から白馬村の社会教育における生涯学習の
振興とサークル・団体の育成及び発展を目的とした「白馬村文
化振興団体登録要領」が施行されます。
■支援内容
⑴白馬村内公共施設使用料の一部軽減
⑵白馬村公民館が発行する公民館報等への会員募集に係る記事の掲載
⑶白馬村ウイング21その他設置者が認める公共施設への会員募集チラシの掲示
お問い合せ：白馬村教育委員会　電話 72 ― 8770（３月26日以降は 72 ― 5000）

■内　　容
　白馬村は農林業から、スキー・登山を中心とした国際的山岳リゾート
地として発展してきました。昔の白馬と今の白馬を知って、未来の白馬
を創造するための新たな村づくりの手がかりとして平成 19 年度からシニ
ア塾を開催します。奮ってご参加下さい。

■学習内容
 ・健康づくり、体操、軽スポーツ、レクリエーション
 ・白馬の民話、民謡、文学、美術芸術、生活習慣、方言、農業、林業
 ・白馬の歴史、文化、神社、寺、祭り
 ・白馬の史跡、遺跡、城址、石造石仏
 ・白馬の河川について「平川・松川・姫川・犬川・谷地川・大楢川・楠川他」
 ・白馬の古道について「塩の道、千国の道、柄山街道、柳沢街道」
 ・白馬の自然について「山・岳・里・植物・動物・鳥蝶」
 ・白馬の温泉について「源泉めぐり」
 ・白馬の観光について「スキー・登山」
 ・白馬村の行政関係について「税金・福祉・上下水道施設・公共施設めぐり」
 ・私が生活していた街
 ・私の仕事を通して出会った意外な知恵
 ・その他
お問い合せ：白馬村公民館　電話 72― 8770（３月26日以降は 72― 5000）

白馬シニア塾に参加してみませんか？

白馬村文化振興団体
登録要領が制定されました
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私
の
母
は
村
外
か
ら
嫁
い
だ
の
だ

が
、
同
一
人
物
を
屋
号
で
呼
ん
だ

り
姓
名
で
呼
ん
だ
り
す
る
会
話

に
、
随
分
と
困
惑
し
た
そ
う
だ
。

か
く
い
う
私
も
、
未
だ
に
会
話
の

中
で
出
て
く
る
人
物
に
「
？
」
が

付
く
事
が
多
々
あ
り
、
そ
の
度
に

聞
き
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
屋
号
を
用
い
た
挨
拶
や

会
話
を
し
て
い
る
自
分
を
嬉
し
く

思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
地

域
の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
と
共

に
、
屋
号
と
い
う
地
域
の
文
化
に

親
し
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

地
域
の
繋
が
り
や
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今

だ
が
、
屋
号
に
よ
っ
て
自
分
は
地

域
と
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
。
屋
号
は
屋
号
で
あ
り
な
が
ら
、

屋
号
だ
け
で
な
い
役
割
を
持
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

キッズスポーツプログラム

男女共同参画社会づくり～ちっちゃなことから始めよう～

さんかく君だよりさんかく君だよりさんかく君だより2 平成18年度も、もう
すぐ終わりです。来年
度も頑張ります

男女共同参画社会とは・・男女が性別により差別されたり、固定的な役割が強制されたりすることなく、
一人ひとりの個性と能力が十分活かされた誰もが住みやすい社会です。
男女共同参画についてのご意見等をお寄せ下さい。ご相談もお聴きします。お問い合わせは・・白馬村役場総務課：男女共同参画係☎72-5000（内線 120番）

行政や協議会等で男女共同参画の啓発などをして
も、みなさんに伝わりにくく、温度差も生じてしま
うため、パイプ役も兼ねて一緒に推進をする「男女
共同参画普及員」を各区に 1 名ずつ設置していただ
くこととなりました。身近な付き合いの中から自然
に同じ視線で考えたり、実行していくきっかけに
なって欲しいと考えています。役員の設置について、
ご理解・ご協力を宜しくお願いします。

各区に普及員を設置します
現在、平成19年度の男女共同参画社会づくり計画策
定にむけて、この計画を作っただけで満足せず皆さ
んに活用してもらえるような内容づくり、幅広く
知ってもらえるような啓発をしていくよう取り組ん
でいます。4月以降は、各区に「男女共同参画ってなぁ
に」といった研修会を開催していきます。一緒にちっ
ちゃなことから、始めてみませんか？

来年度に向けて

　

こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
村
民
の
幸

せ
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
、
あ
る
い
は
し

て
は
い
け
な
い
か
、
村
政
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
、
村
民
の
意
見
や
情
報
を
交
換
し
合
う

場
と
し
て
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
こ
の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
聞
い
て

も
ら
い
た
い
こ
と
等
、ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
誹
謗
中
傷
等
は
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
筆
者
の
匿
名
は
認
め
ま
せ
ん
。

■
原
稿
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

白
馬
村
公
民
館

佐
野
／
松 

澤 

浩 

平

　白馬村体育協会では、小学校３年生以下の子ども達を対象に「スポーツ好き
な子」「体を思いきり使って元気に遊べる子」になってもらおうと、９月よりキッ
ズスポーツプログラムを開催しました。100名を超える参加申し込みがあり、
途中から未就学児と分けて開催する程の大盛況となりました。小学生は全８種
目の運動を体験してもらい、未就学児はこの教室の基本である柳澤運動プログ
ラムの運動遊びを体験しました。今後も開催の計画をしておりますので、次の
機会にぜひ参加してみて下さい。

私
の
母
は
村
外
か
ら
嫁
い
だ
の
だ

が
、
同
一
人
物
を
屋
号
で
呼
ん
だ

り
姓
名
で
呼
ん
だ
り
す
る
会
話

に
、
随
分
と
困
惑
し
た
そ
う
だ
。

か
く
い
う
私
も
、
未
だ
に
会
話
の

中
で
出
て
く
る
人
物
に
「
？
」
が

付
く
事
が
多
々
あ
り
、
そ
の
度
に

聞
き
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
屋
号
を
用
い
た
挨
拶
や

会
話
を
し
て
い
る
自
分
を
嬉
し
く

思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
地

域
の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
と
共

に
、
屋
号
と
い
う
地
域
の
文
化
に

親
し
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

地
域
の
繋
が
り
や
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今

だ
が
、
屋
号
に
よ
っ
て
自
分
は
地

域
と
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
。
屋
号
は
屋
号
で
あ
り
な
が
ら
、

屋
号
だ
け
で
な
い
役
割
を
持
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
に
い
ち
ゃ
ん
、

う
ち
は
ど
こ
だ
い
？
」

「
う
ち
は
佐
野
の
な
か
や
で
す
。」

「
お
ー
、

な
か
や
の
に
い
ち
ゃ
ん
か
い
！
」

　

私
は
白
馬
に
生
ま
れ
て
今
年
で

二
十
四
年
に
な
る
が
、
村
内
で
の

自
己
紹
介
は
い
つ
も
こ
ん
な
調
子

だ
。
こ
れ
は
姓
名
を
伝
え
る
よ
り

屋
号
を
伝
え
た
方
が
、
理
解
さ
れ

や
す
い
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

中
年
の
方
や
ご
年
配
の
方
を
限
定

と
し
て
し
ま
う
の
だ
が
。

　

こ
の
よ
う
な
挨
拶
を
長
い
こ
と

当
然
と
思
っ
て
い
た
が
、
よ
く
よ

く
考
え
て
み
れ
ば
妙
な
話
の
よ
う

に
感
じ
る
。
何
し
ろ
屋
号
を
伝
え

る
だ
け
で
、
知
っ
て
い
る
家
な
ら

ば
家
族
や
地
域
ま
で
頭
で
描
く
こ

と
が
で
き
、
単
に
姓
名
を
伝
え
る

よ
り
、
は
る
か
に
詳
細
を
伝
え
ら

れ
る
自
己
紹
介
の
手
段
と
な
る
か

ら
だ
。
そ
れ
は
、
私
と
い
う
個
人

を
伝
え
な
が
ら
、
家
系
、
地
域
を

通
し
た
自
己
紹
介
だ
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
逆
に
会
話
の
中
で
屋

号
が
混
乱
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。

Vol.Vol.

屋
号
と
繋
が
り

３月26日（月）から白馬村公民館が白馬村役場内に移転します。
なお、ふれあい教室や各種講座は今までどおりウイング21で行います。
新住所　白馬村大字北城 7025 番地　白馬村役場内　白馬村公民館　電話　72―5000  ＦＡＸ　72―7001
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検
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手
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ア
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3
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特別整理休館（蔵書点検）のお知らせ
４月 1 日（日）～ 4 月 12 日（木）まで
　全ての図書の所在を明らかにするため、
図書の総点検を行います。期間中、図書の
貸出は休止させて頂きます。ご不便をおか
けいたしますが、よろしくお願い致します。
　期間中の図書の返却は、図書館入り口横、
スロープ壁面に設置してある「本の返却口」
へ一冊ずつお入れください。
　貸出は　４月 13日（金）より再開します。
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迫
る
幻
想
が
交

錯
す
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ェ
ッ
ト
コ
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ト
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ニール・ゲイマン
分類 933ゲ
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私
の
母
は
村
外
か
ら
嫁
い
だ
の
だ

が
、
同
一
人
物
を
屋
号
で
呼
ん
だ

り
姓
名
で
呼
ん
だ
り
す
る
会
話

に
、
随
分
と
困
惑
し
た
そ
う
だ
。

か
く
い
う
私
も
、
未
だ
に
会
話
の

中
で
出
て
く
る
人
物
に
「
？
」
が

付
く
事
が
多
々
あ
り
、
そ
の
度
に

聞
き
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
屋
号
を
用
い
た
挨
拶
や

会
話
を
し
て
い
る
自
分
を
嬉
し
く

思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
地

域
の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
と
共

に
、
屋
号
と
い
う
地
域
の
文
化
に

親
し
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

地
域
の
繋
が
り
や
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今

だ
が
、
屋
号
に
よ
っ
て
自
分
は
地

域
と
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
。
屋
号
は
屋
号
で
あ
り
な
が
ら
、

屋
号
だ
け
で
な
い
役
割
を
持
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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共同参画普及員」を各区に 1 名ずつ設置していただ
くこととなりました。身近な付き合いの中から自然
に同じ視線で考えたり、実行していくきっかけに
なって欲しいと考えています。役員の設置について、
ご理解・ご協力を宜しくお願いします。

各区に普及員を設置します
現在、平成19年度の男女共同参画社会づくり計画策
定にむけて、この計画を作っただけで満足せず皆さ
んに活用してもらえるような内容づくり、幅広く
知ってもらえるような啓発をしていくよう取り組ん
でいます。4月以降は、各区に「男女共同参画ってなぁ
に」といった研修会を開催していきます。一緒にちっ
ちゃなことから、始めてみませんか？
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なお、ふれあい教室や各種講座は今までどおりウイング21で行います。
新住所　白馬村大字北城 7025 番地　白馬村役場内　白馬村公民館　電話　72―5000  ＦＡＸ　72―7001
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り
No.64No.64
平成19年３月
白馬村図書館
℡(72)-5200

一

般

書

一

般

書

おはなしの会
毎月　第２土曜日
午前　10：30 ～
白馬村図書館
児童ルームにて
開催中です。

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

 

・
月
曜
日
　

 

・ 

祝
日

 

・
毎
月
　

最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）

　
　
　
　

↓
祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
特
別
整
理
休
館
（
蔵
書
点
検
）
　

4
月
1
日（
日
）
〜
4
月
12（
木
）

 

・
そ
の
他
　

や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

午
前
　

９
時
〜
12
時

午
後
　

1
時
〜
6
時

昼
　

１
時
間
閉
館

世
界
を
知
っ
て
旅
に
出
よ
う
！

豊
富
な
写
真
と
地
図
で
世
界
の
知
識
を
深
め
る
一
冊
。

世
界
を
旅
す
る
地
図
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ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
・
ト
ラ
イ
ア
ル

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
・
ト
ラ
イ
ア
ル

生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
、
新
型
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

技
術
の
粋
を
つ
く
し
た
難
攻
不
落
の
技
術
研
究
所

を
突
破
（
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
）
し
、
一
億
円
を
手

に
入
れ
ろ
！

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
大
賞
受
賞
作
。

夢
か
ら
の
手
紙

夢
か
ら
の
手
紙

故
郷
の
妻
か
ら
江
戸
詰
の
夫
に
届
い
た
手
紙
は
、

夫
の
遭
遇
し
た
不
思
議
な
事
件
を
言
い
当
て
て
い

た
…
。表
題
作
ほ
か
著
者
初
の
時
代
小
説
短
編
集
。

愛
し
い
日
本
人
の
ハ
ニ
ー
に
は
『
シ
ュ
ー
ト
メ
』

が
付
い
て
い
た
！「
イ
ジ
ワ
ル
ス
ギ
テ
、笑
っ
ち
ゃ

う
！
」。
ア
メ
リ
カ
人
の
嫁
　

V
S　

日
本
人
の

姑
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
バ
ト
ル
！

絵　

本

絵　

本

辻原　登
分類　Ｆツ

コニー・アン時田
分類　916ト

伊園　旬
分類　Ｆイ 分類 290　セ

3
6
5
ま
い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン

3
6
5
ま
い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン

ぼ
く
の
う
ち
に
ほ
ん
も
の
の
ペ
ン
ギ
ン
が
た
っ
き
ゅ

う
び
ん
で
と
ど
く
の
は
、
ち
き
ゅ
う
お
ん
だ
ん
か
の

せ
い
!?
ま
い
に
ち
と
ど
く
ペ
ン
ギ
ン
が
つ
い
に
3
6
5

ひ
き
！
い
っ
た
い
だ
れ
が
お
く
っ
て
い
る
の
？

特別整理休館（蔵書点検）のお知らせ
４月 1 日（日）～ 4 月 12 日（木）まで
　全ての図書の所在を明らかにするため、
図書の総点検を行います。期間中、図書の
貸出は休止させて頂きます。ご不便をおか
けいたしますが、よろしくお願い致します。
　期間中の図書の返却は、図書館入り口横、
スロープ壁面に設置してある「本の返却口」
へ一冊ずつお入れください。
　貸出は　４月 13日（金）より再開します。

ジョエル・ジョリヴェ
分類 Eジ

 

ア
ナ
ン
シ
の
血
脈
上
・
下
巻

 

ア
ナ
ン
シ
の
血
脈
上
・
下
巻

神
（
父
さ
ん
）
は
死
ん
だ
。
息
子
た
ち
は
ど
う
し

た
!?
　

ア
フ
リ
カ
神
話
の
神
の
血
を
継
ぐ
息
子
た

ち
の
、
あ
り
え
な
い
現
実
と
真
に
迫
る
幻
想
が
交

錯
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー
。

ニール・ゲイマン
分類 933ゲ
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満開の河津桜の下で 春の便り届きました

姉妹都市コーナー

発
行
・
白
馬
村
役
場
　
〒
399-9393　

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7025　

　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://vill.hakuba.nagano.jp　

電
話
0261-72-5000　

印
刷
　
蔦
友
印
刷
株
式
会
社

人口：3月１日現在9,308人（前月比＋3人）男4,629人、女4,679人、3,545世帯

　２月下旬、満開となり見ごろを迎えた河津桜
を見物しに、連日多くの観光客が河津町を訪れ
ました。川沿いの桜並木には、メジロやムクド
リが集まり、花の蜜を吸っていました。枝から
枝へとかわいらしく動き回る姿を、写真に納め
るカメラマンも多く見られました。 

　太地町内の 2か所で、桜が咲きました。
１つは、クジラのモニュメントそばの桜が見事
な純白の花を咲かせています。
　もう 1 つは、終末処理場にある桜が、2 月 6
日から咲き始め、今では 2分咲程度で、淡いピ
ンク色の花を咲かせています。また、多くの蕾
が緩み始めており、見ごろを迎えるのはもうす
ぐのようです。 

　姉妹都市から送られてきた２枚の写真、河津町でも太地町でも２月中に桜が見頃を迎え
ました。美しく青空に映える桜の花を白馬で見られるのはまだまだ先のことです。
　さて、今年は全国的・世界的な暖冬と話題になりました。気象庁の観測によると今冬の
白馬の最深積雪は１月８日に記録した42cmで、1988年に記録した観測史上最小の64cmを
大きく塗り替えることになりそうです。雪かきをしたのは何日でしょうか…？他地域も雪
不足のため、観光客の入込みはそれほど悪くなかったようですが、何か物足りなさを感じ
てしまいます。白馬の道を徒歩や自動車で移動する観光客の方々には安全で通行しやすい
反面、「これぞ雪国」というような豪雪を見ていただけないのは少し残念のような気がし
ます。
　白馬村には降雪に対する様々な想いがありますが、人間は自然環境にただ従うことしか
出来ません。この世界的暖冬が温室効果ガスに因るものであるならば、変わりゆく環境を
見据えて行動を取らなければならないと思われます。

長野県議会議員一般選挙について………２
庁舎内の配置が換わります………………４
白馬村地域づくり事業補助金
各地区取組状況について…………………５
白馬村財政報告⑦…………………………６

お知らせ・すくすく親子広場……………１
村人のひろば・報告・男女共同参画社会づくり…２
図書館だより ………………………………３

～広報無線の内容を電話で聞くことができます～
７２―６２３６へ電話をかける　➡　ガイダンスに従い「３＃」を押す
※放送されるのは最新の１回分のみです。通話料は利用される方の負担となります。人口：3月１日現在9,308人（前月比＋3人）男4,629人、女4,679人、3,545世帯
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　３月10日（土）から12日（月）にかけて、FIS ファーイーストカップジャパンシリーズ2007白馬カップが八方尾根スキー場で開催され、
滑降と回転の合計タイムを競うスーパーコンビネーション競技がアジアで初めて行われました。今大会では滑降ではなくスーパーG
と回転複合競技として行われ、白馬高出身の松本勲人選手（法政大学）が初代チャンピオンとなりました。


